研究資料　華族写真同人誌『華影』考―明治末期華族写真愛好家の活動と小川一真・黒田清輝との交流を巡って by 齊藤 洋一
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はじめに
一、暫定的分類二、同人達三、変遷四、発行団体名と活動時期五、印画評六、黒田清輝と小川 真の講演　　
おわりに代えて
　　　
はじめに
　「はなのかげ
（花の影）
」は「花の咲いている木の下かげ」を意味する春の季語で、
古今和歌集や源氏物語に用例がある
）1
（
。 この言葉を表紙に 「かな」 もしくは 「漢字」 で 「は
なのかげ」 、 「華影」と記した写真誌が明治末期に発行されていた。誌名がかなで書かれたものは初期の四冊に限られるので、ここではこの写真誌を『華影』と表記することにする。　
同誌は縦十八・五センチ、横二十六・三センチの厚手の洋紙を重ね、右端の二カ
所を絹の組み紐で綴じただけの簡素な作りで、大部分は一紙に一枚の写真がコロタイプで印刷されている。各冊は十三～三十四紙からなり、これまでの調査では二十
五冊に五百六十八点の投稿写真、十二点の参考写真が印刷されている。これだけの数を当時高価だったコロタイプで印刷しながらも、刊行の趣旨や目的などの記載はなく、発行年月日、発行者などの奥付情報も い。写真の全点に撮影者名
（もしく
は提供者名）
が付され、大部分に写真の名称が記載されるものの関係する人以外の
閲覧、関与を拒んでいるかのような気配さえ漂う。限られた人の間で回覧されたと想像される謎に満ちた 子群が『華影』である。　
投稿者を調べてみると全員が華族である。最後の将軍德川慶喜、内閣総理大臣を
兼任した三條公美
（実実の子）
、旧土佐藩主山内容堂の子豊尹などそうそうたる顔
ぶれが並ぶが、中心となるのは旧德川将軍家、旧大名家 人々三十六名である。この写真誌は華族のアマチュア写真愛好家による同人誌という性格が想定される その他 文字情報は、後述するよう 各号によって有無はあるが、画題及びその年月、入選情報、印画評、採点
（百点満点）
などがある。特に、印画評と採点は洋画家黒
田清輝、写真家小川一真によるもので 撮影者が専門家ではないもの 批評対象写真と共にこれらが掲載されている点は注目される。　
本稿では、 『華影』とは何かという基礎的検討を通じて、明治末期における華族
写真愛好家達の活動 一端を明らかに 、その特質について考えたい。また、黒田清輝、小川一真の掲載写真に対する 価を分析し、そこ 反映された彼らの写真観についても触れることにする。　　　
一、暫定的分類
　
これまで調査を行った 『華影』 は延べ四十七冊で、 重複分を除くと二十五冊である。
ここでは現状での暫定的な分類を試みたい。 最初の手がかりとな のは画題である。画題は「明治三十六年二月
絵画・風景」 、明治四十年四月
細流」などと記載され
るので、その年月を手がかりに各冊を配列可能であ ただし記載 無いも が六冊分あるので、これは別途検討する。次に画題、入選作の選定 の有無を指標にすると「参考
A刊行時期区分」の様になり、Ⅰ期からⅤ期に分類した
）2
（
。更に、
四種類ある表紙A
～
Dも勘案して、暫定的にまとめたのが「表１『華影』暫定分
類表」である。以下、この表について説明したい。
︱︱
　明治末期華族写真愛好家の活動と小川一真・黒田
　　
　清輝との交流を巡って
　︱︱
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右端の項目を上から下へ説明すると、 一番上は筆者が設定した「暫定番号」
（以下、
番号と表記）
、 「区分」は「参考
A刊行時期区分」による「区分」 、 「画題年代」は画
題に記される年月を基にしているが、各号に記される画題の年月が複数ある場合はその最終年月を採用した。例えば番号
14では三十八年の四月が梅、五月が人物、六
月が花卉のため、画題 代は三十八年六月とした。これは画題に対応する年月を示したものに過ぎないので、 『華影』の刊行時期や掲載写真の撮影時期とは必ずしも一致 ない。以下、 「投稿写真数」 、 「投稿者数」は記載数字の通り、 「平均投稿 」は撮影者一人が平均で何枚の写真を掲載しているのかを示す。 「画題」から「採点」まで 記載がある場合には○、無い場合は×を記したが、 「印画評」にある△は同じ号の中で有無 ことを示す。 「参考写真数」は岡部長職 提供した西洋絵画の複写写真
（総数十点、参考
B）
と小川一真がスクリーン
（フィルター）
使用による
撮影効果を示した写真二点
）3
（
である。参考Ｂの写真は岡部自身が撮影したものではな
く、何らかのルートで入手した名画 写真を掲載したものと考える。 「印画評頁数は印画評が記載される頁数、 「画題類写真」 は画題に対応 写真数、 「 題類外写真」は画題とは異なる写真数を示す。 「画題類比率」 全掲載 の何％が画題に沿った写真なのかを示した。一番下の「
　
注記、補足事項等」は記載画題と注
記
（参考、題外、随意画）
は『華影』からの転記、補足事項等
（
二頁欠落有り、存在
すれば三十九年十二月頃刊行か、など）
は筆者による補足事項である。
　
先ほど、これまで二十五冊分しか『華影』を調査していないと述べたが、表１で
は番号が
2（まである。これは画題年代が三十六年二月以降は年に四冊のペースで刊
行されていること、特に三 八年三月以降では三か月に一号のペースで刊行されていることから番号
20、
26、
2（の存在を予測し、三号分の番号を表の通り、あらかじ
め設定した。また、番号１～４ がないため、刊行時期の直接的な手 かりは全くな が、
同一の表紙
（
Aタイプ）
なので、 『華影』全体の中で最も早い時期に
刊行された一群と想定し 。掲載写真は統一感に欠けるが 各号の冒頭部分には絵画、建築、陶磁器、漆器がまとまって掲載される。この一群に続く番号５～８の画題にそれぞれ絵画、彫刻、陶磁器、漆器が含まれているので その順序に対応させて番号１～４を設定した。
　
これまでの検討をふまえて、 表１の内容を概観すると、 現在確認されている 『華影』
は二十五種あり、少なくともあと三種類の『華影』が存在する可能性がある。五百六十八点の投稿写真 十二点の参考写真の計五百八十点の写真が掲載される。番号１～４の刊行年代は番号
5の三十六年二月よりも前で、 『華影』の発行ペースが年
に四冊であることを勘案すると三十五年頃の刊行と推定したい。最後の番号
2（にも
直接的な手がかりはないが、表１では四十一年十二月頃の刊行ではないかと推定した。Ⅰ期～Ⅲ期は表紙Ａ～Ｃに対応するが、Ⅳ期は表紙Ｃ Ｄにま がり、Ⅴ期の表紙はＤであ
る
）4
（
。
　
掲載写真のおおよその傾向を見ると、画題年代三十七年二月までは掲載数が三十
を超えることもあったが、三十八年末から 二十を下回るようになり、それ以降では十二しか掲載されない号もあるなど掲載数 減少している。　　　
二、同人達
　
四十六名に及ぶ同人の情報をまとめたのが表２であ 。右端の項目は筆者が整理
のために設定した「番号」 、 「同人名」 、 「よみ」 、 「投稿総数」は、その同人が『華影』に対して投稿した写真の総計である。その下の「 『華影』暫定番号」と「１ 「２」……など 数字が並んでいる項目は各暫定番号の『華影』に対する同人の投稿 である。例えば、靑木信光は暫定番号１の『華影』に対して四枚の投稿を行っていことを示す。各同人の投稿分布を示している。　
その下の項目は各同人のプロフィールである。 「家爵位」は筆者 造語 、同人
が属する家の爵位である。同人 より当主であるものと家督を継いでいない者があり、爵位は当主にのみ与えられることから設定した
）5
（
。公爵、侯爵、伯爵、子爵、男
爵の先頭一文字を記した。 「家属性」も筆者の造語である。同人には旧大名家の人が多い で その所在地と呼称、石高を記した。尚、德川家の人々は、 れぞれの特性に応じた表記とした。また、同人中五名は旧公卿、旧諸侯ではないので個別に表記を行った
）6
（
。その下が生没年、その下の「明治
40年当時年齢」は同人達の大まか
な年齢構成を示すため記した。　
次の「表３
同人属性分類」は同人の家柄と爵位の分布を示すため作成した。同
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暫定番号
区分
表紙形式
画題年代
掲載写真数222（362530293031302625212（232019192219？151（121416？？12
1411161216121415141010（15151413111013？911（（（？？（
1.62.52.32.11.92.42.12.12.12.62.53.01.（1.51.41.51.（2.21.51.（1.51.51.（2.01.5
××××○○○○○○○○○○○？○○○？○○○○？？？？
××××××××××××○○○○○○○？○○○○○？？○
×××××××××××××××××××？○○○○△？？×
×××××××××××××××××××？○○○○○？？×
23322？？？
？33222？？
161（2011301（1931142625915151414151514151311131110
6101614201414216001212（656（5041152
（2.（64.355.64410062.163.310046.（10010042.955.665（0（4（96（（4100（6929369（3
2頁欠落有り
絵画・風景、参考彫刻・建築・花卉、題外、参考陶磁器・水・盆栽、題外、参考漆器・収穫 武器、参考二月画題 雪・枯野
　
題外
五月画題・朝霧・夕照九月画題・納涼・雨後十二月画題・雲・音楽一月冬・二月水 三月古社寺、随意画四月梅・五月人物・六 花卉、随意画七月滑稽・八月船舶・九月海一月春遊・二月冬枯・三月老幼、随意四月山・五月花・六月小舟
　
随意画
七月波濤・八月夕照 九 瀑布、随意画、
1頁欠落有
存在すれば
39年
12月頃刊行か
一月松・二月池沼・三 車、題外四月細流・五月花・六 夜景七月野菜・八月放題・九月影、題外十月漁村・十一月煙・十二 山路印画評対象写真の半分は点数のみ記載存在すれば
41年
6月頃刊行か
存在すれば
41年
9月頃刊行か
十月分。十一・十二月分の記載有り
投稿者数
平均投稿数
画題
入選
印画評
採点
参考写真数
印画評頁数
画題類写真
画題類外写真
画題類比率（％）
記載画題
注記
補足事項等
不明（
35年頃か）
不明（
35年頃か）
不明（
35年頃か）
不明（
35年頃か）
36年
2月
36年
5月
36年
9月
36年
12月
3（年
2月
3（年
5月
3（年
9月
3（年
12月
3（年
3月
3（年
6月
3（年
9月
不明（
3（年
12月か）
39年
3月
39年
6月
39年
9月
未発見
40年
3月
40年
6月
40年
9月
40年
12月
41年
3月
未発見未発見不明（
41年
12月か）
123456（（9101112131415161（1（19202122232425262（2（
ⅠⅠⅠⅠⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ？ⅣⅣⅣⅣⅣ？？Ⅴ
AAAABBBBBBBBCCCCCCCCCCCCDDDD
表 1　『華影』暫定分類表
参考Ｂ　岡部長職出品西洋絵画写真一覧
暫定番号
5-31
5-32
6-30
6-31
6-32
414（6
（-32
（-33
（-32
（-33
作品名
西班牙国ムリロー氏筆
佛国コーロー氏筆
TH.	ROUSSEAU.
REMBRANDT	VAN	
RYN.
RCGIER	VAN	DER	
WEYDEN.
CARAT.
REMBRANT.
TIZIANO	VECELLI.
A.VAN	DYGK.
COROT
出品者
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
岡部長職出品
年
36
36
36
36
36
36
36
36
36
36
月
2
2
5
5
5
9
9
9
12
12
所蔵者タイトル
ムリーリョ「善き羊飼いとしてのキリス
ト」　1660 頃
コロ－「石切場」　1（（2-（4
ルソー「オワーズ河岸の小作地」　1（52
レンブラント「アルテミジア」　1634
ロヒール・ファン・デル・ウェイデン「読
書する聖マグダラのマリア」1445 頃
不明
不明
ティッツィアーノ「Mater	Dolorosa」　
1555 頃
ダイク「自画像」「サ ・ーエンディミオン・
ポーターと画家」　1632-41
コロー「アモールの輪舞」
所蔵者
キンベール美術館（アメリカ）
個人蔵
プラド美術館（マドリッド）
プラド美術館（マドリッド）
ナショナルギャラリー（ロンドン）
不明
不明（カタログレゾネに該当作なし）
プラド美術館（マドリッド）
プラド美術館（マドリッド）
2011 年サザビーズで売却
Ⅴ期
41 年 12 月か
○
×
×
Ⅳ期
40 年 3 月〜
41 年 12 月
○
○
○
Ⅲ期
3（ 年 3 月〜
39 年 12 月
○
○
×
Ⅱ期
36 年 2 月〜
3（ 年 12 月
○
×
×
Ⅰ期
35 年頃か
×
×
×
区分
画題
入選
印画評・採点
参考A　刊行時期区分
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番号123456（（9101112131415161（1（19202122
同人
靑木信光靑山幸宜淺野養長阿部正桓有馬頼萬安藤直行井伊直方井伊直安伊集院兼知稻垣太祥稻葉順通内田正學正親町實正大村徳敏岡部長職小笠原長幹清浦保恒清棲家教酒井忠興三條公美新庄直陳伊達宗陳
よみ
あおきのぶみつあおやまゆきよしあさのやすながあべまさたけありまよりつむあんどうなおゆきいいなおかたいいなおやすいじゅういんかねともいながきもとよしいなばまさみちうちだまさあきらおおぎまちさねまさおおむらのりとしおかべながもとおがさわらながよしきようらやすつねきよすいえのりさかいただおきさんじょうきみよししんじょうなおのぶだてむねのぶ
投稿
回数
941039114202（34912012（64141011163
412121
32
2321
2223242
32222122
32331
31121
131311
311322
2423
16231
34333
3111441
222112
111121211
21121
124211
222
131111
1221
232
121
3411
1311
111
子子男伯伯男子子子子子子伯子子伯男伯伯公子侯
1
2
3
4
5
6
（
（
9
10
11
12
13
14
15
16
1（
1（
19
21
22
23
24
25
2（
爵位
家属性
播磨麻田
1万石
美濃郡上八幡
4.（万石
広島浅野家分家備後福山
11万石
築後久留米
21万石
紀伊田邊
（.（（万石
越後与板
2万石
越後与板
2万石
薩摩藩士近江山上
1.3万石
豊後臼杵
5万石
下野小見川
1万石
公家（羽林家）
（（（石
長州藩士和泉岸和田
5.3万石
豊前小倉
15万石
父奎吾は
M
35年男
爵、後内閣総理大臣元皇族 臣籍降下播磨姫路
15万石
公家（清華家）
（（（石
常陸麻生
1万石
伊予宇和島
10万石
元号明治安政明治嘉永元治安政明治嘉永明治安政明治弘化安政明治安政明治明治文久明治明治安政万延
年2154556436（42911（16212（31
月91191261122106101164113115651112
日202052915202（11911263（516226226（216
元号昭和昭和昭和大正昭和明治昭和昭和昭和昭和昭和明治大正大正大正昭和昭和大正大正大正大正大正
年245163241111032（2（4312121410312（3212
月1223（332（21（（6312210（9142
日2（6519216325192（52126232（9113223015（
3（533556434934563（4（32605231532224452（325146
40 年当
時年齢
『華影』暫定番号
生
没
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号
376
六二
232425262（2（29303132333435363（3（3940414243444546 土井利與德川昭武德川
　
厚
德川達道德川慶喜戸田忠雄鳥尾
　
光
中川久仁鍋島直柔鍋島直映二條基弘細川利文堀田正亨堀河護麿本荘宗義牧野忠篤牧野康強松平直之松平乗長松平康荘松平康民松平頼安萬里小路通山内豊尹
どいとしともとくがわあきたけとくがわあつしとくがわさ みちとくがわよしのぶとだただおとりおひかるなかがわひさとうなべしまなおとうまべしまなおみつにじょうもとひろほそかわとしあやほったまさみちほりかわもりまろほんじょうむねよまきのただあつまきのやすたけまつだいらなおゆきまつだいらのりながまつだいらやすたかまつだいらやすたみまつだいらよりやすまでのこうじみちふやまのうちとよただ
2（（132292（1（12111（6（1112133349231（212
21111212
333231233
13312232
221223223
13211123
3441311
223312333
232133322
3121233
3231234
2232
22
121312141
111122131
31113
12121221
11213
112414
1221113
23113
11211111
22112
1112
11
1
1
16
5
2
1
子侯男伯公子子伯子侯公子子子子子子伯子侯子子伯子 下総古河
（万石
德川宗家（清水） 、水戸德川
35万石
德川宗家分家德川宗家（一橋）德川宗家、同宗家分家下野足利
1.1万石
長州藩士豊後岡
（万
（（（石余
肥前蓮池
（.（（万石余
肥前佐賀
（（.（万石
公家（摂家）
（（（（石
肥後高瀬
3.5万石
近江宮川
1.3万石
公家（羽林家
（（（石）
丹後宮津
（万石
越後長岡
（.4万石
信濃小諸
1.5万石
上野前橋
1（万石
美濃岩村
3万石
越前福井
32万石
美作津山
10万石
常陸宍戸
1万石
公家（名家
（（（石）
高知山内家分家
嘉永嘉永明治明治天保明治明治明治安政明治安政慶応明治明治慶応明治明治文久明治慶応文久安政嘉永慶応
46（5（49455611633111131312
692119（10510（10（9（2104（102（1510
2（242119296420（1（25262613910212（11626102（12
昭和明治昭和昭和大正昭和明治昭和明治昭和昭和昭和昭和大正大正昭和昭和昭和昭和昭和大正昭和昭和大正
4435192124410431（31916154104？（351015（1
1（6121196（2124312（44411132312
231229223114（104102（2491111121（3（430
56543335（036313649354（423934403（2945394046515941
表２　『華影』同人一覧
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六三
人中の德川姓の人物は全て旧将軍家に連なる人たちである。同家は諸侯の主君であったので別に項目を設けた
）（
（
。同人の爵位を見ると、 子爵が二十五名と過半数を超え、
次いで伯爵が十名、侯爵、男爵が各四名、公爵三名である。明治四十年当時、十五人しか なかった公爵が三名含まれているのは注目される。また、 属性欄を見ると、旧大名以上の家柄であった同人が三十五名と約七十八％を占める。同人は旧大名家の人々を中心に旧公卿・ 家の人と臣籍降下した旧皇族、 そ に新華族
（藩士、 その他）
から構成されていた。　　　
三、変遷
　
次に、表１で行ったⅠ期からⅤ期までの区分に従って、 『華影』の変遷について
述べたい。Ⅰ期　
表紙にかなで「はなのかけ」とある四冊が該当する。漢字表記の「華影」の読み
はかな表記の通りではなかったかと推測する。 この期はも とも文字情報が少ない。一号 絵画十七点
（総数二十二点中、以下数字のみ記載）
、二号は彫刻を中心とする
立体造形物十七点
（二十八）
、三号は陶磁器十八点
（三十六）
、四号は漆器十一点
（二
十五）
と一応主たる対象物を決めているようではあるが風景写真も多く含まれ、統
一感に欠ける。明示されていない大まかなテーマは設定したものの参加者が思い思いの写真を寄せ ことを許容しているようである。　
特定の理念、活動の方向性を誌面から読みとることは難しいが、自ら撮影、現像、
焼き付けを行い、印画紙に画像を見たときの素朴な喜びは伝わってくる。限られたメンバーでそれを共有しているのがこの時期である。Ⅱ期　
五号～十二号には画題のみがあるのでこれをⅡ期に分類した。平均投稿数は二十
七・八。Ⅰ では活動の方向性が明確ではな ので画題を設定し、各作品の比較、相互批評、情報交換を行おうとした意図がうかがえる。画題は「明治三十六年二月絵画
風景」などと記されるので、年代の手がかりとなる。刊行時期は少なくとも
画題に記載がある年月以降だろう。また、この期に先述した岡部長職が提供した西洋絵 の複写十点が掲載される。ただし、意図について 何も記載 ない。撮影の参考にするため、当時まだ貴重な情報であった西洋絵画の画像を同人に紹介したということだろうか
）（
（
。
Ⅲ期　
十三号～十九号の七冊を想定した。二十号は未発見のためⅢ期もしくは四期の可
能性があり、今のところ未詳としか 述できない。また、十六号は画題 記載した頁（通常、一番先頭にある薄手の紙に印刷される）が失われているため と年月が判らない。ただ、投稿写真の脇、通常画題もしくは題名が記載され 部分に「一等」 、 「二等」などの記載が ため、画題は存在したと判断した。年月を確認できないため未発見と想定した二十号は十六号であ 可能性もあ
（この場合は十六号
が未発見となる）
。表紙のタイプはいずれもＣ、平均投稿写真数は二十一・三である。
Ⅲ期から月毎の画題が設定されている。この期で注目されるのは入選作の選定である。優劣をつけるようになったことを意味する。Ⅰ期の思い思い 写真を投稿して楽しむという性格が競い合う場へと変化したのである。入選作の選定者 不明であるが、十七号に「小川一真氏ノ試験セルスクリーン有無」と説明がある写真が掲載され、この時期に小川一真 『華影』と関係してい こと 判る。小川は の候補の一人である。
男爵各属性計
1
1
2
4
1
5
4
32
3
1
46
子爵
1
21
3
25
伯爵
1
2
1
6
10
侯爵
1
3
4
公爵
2
1
3
旧皇族
公卿・公家
德川家
諸侯（大名）
藩士
その他
各爵位計
表 3　同人属性分類
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六四
Ⅳ期　
二十一号～二十五号をこの期にしたが、先述したように二十号がⅣ期である可能
性も排除できず、未発見の二十六、二十七号もこの期のものである可能性もある。表紙タイプはＣとＤにまたがる。平均投稿数は十四・三となり、Ⅰ期と較べると半減している。この期の最大の特色は黒田清輝と小川一真が採点者、評者に招かれ、各百点の持ち点で採点し、 両者の合計点で入選作を選定している点である。さらに二十五号の一部を除き、各作品の印画評も掲載している。アマチュア 作品とは言え、印刷された写真に対する彼らの批評が聞けることは貴重である。印画評には彼らの写真に対する基本的な着眼点、分析手法、価値観が反映されてい とが予想されるからである。これまで最小限と言って良いほど文字情報が少なかった 『華影』がにわかに饒舌とな のがこの期である。入選作選定者 明らかになり、 理由も明快 なる。印画評に対する分析は五節で行うこと し い。Ⅴ期　
二十八号だけをⅤ期に分類した。印画評、採点の有無を分類指標に採用すると、
この号にはその両者 なく、入選作の選定 みとなる。これ Ⅲ と同等だ 表紙型式が
DなのでⅢ期
（表紙型式は
C）
ではありえない。画題の年月は月のみ
（十～
十二月）
の記載なので四十一年というのは推定に過ぎないが、投稿数が号を重ねる
毎に減少し、この号では十二と最小と っているので四十二年以降の年代を想像するのが難しい。　　　
四、発行団体名と活動時期
　
これまで『華影』の種類、同人、変遷について、 『華影』自体に記載される情報
を基に記述してきたが、ここでは同人であった德川慶喜
）9
（
の邸宅での出来事を記した
「德川慶喜邸日誌」
（以後、 「日誌」 ）
、慶喜の弟で同じく『華影』の同人であった德川
昭武の撮影記録「カビネ型ゴタク撮影扣」
（以下、 「撮影扣」 、以上、松戸市戸定歴史館
所蔵）
、東京文化財研究所に保管されている黒田清輝宛書簡から作成した表４を参
照しながら会 名称、合併、画題記載の年月と『華影』の刊行時期、会の活動時期
などについて考察を進めたい。 （
　
）内は筆者の注記である。
A会の名称
　「德川慶喜邸日誌」から
　
明治三十六年一月十九日、德川慶喜は、 「康民様」
（津山松平家、慶喜八女浪子の
夫、斉の兄）
の紹介により、牧野忠篤と自邸で会い、写真原板五枚を渡した。四月
二十五日、八月二十四日 は「華影会」から葉書が届き、九月十五日には「華影会幹事戸田忠雄」へ「御写真種板
（ガラス乾板だろう）
差出相成」とある。十一月九
日にも戸田忠雄へ「第四回華影会」のために種板二枚を差し出している。牧野、戸田は共 表２から華影 同人であることが判っているので、最初に牧野が德川慶喜の親戚のつてを頼って接触していることがわかる。種板五枚を持ち帰っているので慶喜が「華影会」に参加する約束を取り付けたのだろう。その後、戸田は二度ほど種板を借用している。 『華影』という誌名を会名 含む「華影会」は同誌の刊行団体と考えて良いだろう。十一月九日に 打ち合わせをして るので、この時までに華影会の会合は三回しか開かれてい かったことが判 。会発足後それほど時が経って なかったと想像される。表１と対照すると、三十六年 月に画題が設定されてからこの時まで 刊行された『華影』は五～七号 三冊と推定できる。発足間もない会で画題を決め には会合を持つ必要があるので、第一回から第三回の華影会は五～七号の各『華影』に対応してい 可能性を視野に入れておいてよいだろう 五号より前の『華影』 、 つまりⅠ期の『華影』は統一感に欠け が、これは正式もしくは本格的な会発足以前の試行的な刊行であるためかもしれない。　
先述の通り、慶喜は三十六年に三回種板を華影会に差し出している。同時期に刊
行された五号、七号、八号に掲載された計八枚がその種板 す と考えら る。一月に五枚、十一月が二枚な で枚数が記載されない九月は一枚だろう。この年十二月二日、牧野が来邸し、 「華影会大 」の会場につ て相談し、同月十七 芝公園内にあった「紅葉舘」で行われた大 に慶喜は参加し る。慶喜は現在までの調査で総計九枚の写真を投稿して るが、その内の八枚が三十六年に集中する。参加当初は会の運営の相談もうけていたが、その 、彼の で 活動は下火に る感がある。その中で三十八年二月八日の記事は注目される。
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六五
年月日史料及び記事
36
1
19「一
兼而康民様御紹介ニ而牧野忠篤殿参邸御逢御写真種板五枚御持帰り御土産
　
越の雪
壱折」
4
25「一
華影会より端書差出」
（
24「一
華影会より御直宛端書御至来」
9
15「一
華影会幹事戸田忠雄殿江 写真種版御差出相成」
11
9「一
戸田忠雄殿江第四回華影会江 差出之写真御種版弐枚差出ス」
12
2「一
子爵牧野忠篤殿参邸華影会大会々場之件ニ付御打合有之」
12
12「一
来ル十七日紅葉館ニ而華影会総 へ 出」
12
1（「一
九時御出門御幌馬車ニテ林町御邸江被為入夫より紅葉館華影会江御参会午後八時二
十分御帰邸」
12
1（「一
華影会幹事江書面出」
3（
1
9「一
華影会幹事より御直（書脱カママ）御至来」
5
4「一
華影会より端書御至来」
5
29「一
華影会より写真若干廻る」
6
（「一
華影会戸田忠雄殿より端書御至来
（
25「一
華影会より端書御至来」
11
2（「一
華影会より写真帖御到来」
12
6「一
華影会幹事戸田忠雄殿 写真原版之件端 御到来」
3（
1
2（「一
華影会より端書御至来」
2
（「一
旧探勝会旧華影会両幹事ヨリ両会合併ニ依り来ル十三日午後四時芝公園内紅葉館ニ
於テ総会江招請之処御差支有之御断端書 差出
2
19「一
華影会より端書御至来」
3
4「一
華光会端書御至来」
4
25「一
華影会より端書御至来」
4
29「一
華影会江一橋様よりの幸便ニ而御写真御差出」
5
（「一
華光会より端書御至来」 。
6／
12、
（／
14、
12／
2（にも同内容の記載あり
39
2
1（「一
華光会より端書御至来」 。
3／
1（、
4／
10、
5／
20、
6／
10、
（／
2、
9／
16にも
同内容の記載あり
5
20
德川昭武、 「小合沼釣魚（蛇篭） 」を撮影。 『華影』明治
39年６月画題「小舟」に四等入
選（
B）
5
24「一
華光会より御写真廻ル」
9
3
德川昭武、 「江戸川の夕照」を撮影。 『華影』明治
39年８月画題「夕照」に四等入選
（
C）
40
1
9「一
華影会より端書御至来」
1
24
德川昭武、 「本郷安竜庵の松（
2）」を撮影。 『華影』明治
40年１月画題「松」に一等入
選（
D）
2
6「一
華光会ヨリ本年中ノ課題申来」
3
1（「一
華影会より写真帖御送 付」
11
10「一
華光会より書面御至来」
12
13「一
来ル二十一日華光会へ御出席之件細川殿宛御断」
41
2
3「一
華光会端書御至来」 。
3／
15、
5／
19、
（／
2にも同内容の記載あり
（
11「一
華光会幹事へ当テ御都合上御退会之旨御通知ニ相成」
10
25「一
華光会より番組御至来」
12
25
松平乗長、黒田清輝に華光会出席と「其前拙宅へ御光来」へのお礼、その際の欠礼へのお詫びを述べ、 「用暇之折御来遊願度候」との葉書を出す（
E）
42
12
11「一
華光会幹事より写真見本送附」
12
12「一
昨日之華光会写真帖御断書出ス」
43
1
11
松平乗長、黒田清輝に対して、
1月
16日に松平乗長邸で開かれる「日本写交会」で例年
通り、 「品評」をして欲しいと依頼（
F）
2
5
華光会「韓国集」発行。この時の同会代表者は戸田忠雄（
G）
2
（「華光会重任幹事
　
戸田忠雄
　
井伊直方
　
松平直之」 、黒田清輝に対して「来ル二月十二
日午後一時より華族會館ニ於テ華光会壱貮月分例会開會」のため「御来車」を依頼（Ｈ）
12
16「華光会幹事
　
松平直之
　
井伊直方
　
戸田忠雄」
、黒田清輝に対して「華族會館」で「本
會総會来ル二十五日開會仕候 ため、 「御来車」 の上 「出品写真ニ對し御投票」 を依頼 （Ｉ）
44
9
19
黒田、全国写真大会で 画家の見たる写真 つ 」講演（会場・東京美術学校写真部校舎階上講堂） （
J）
12
1（「華光会幹事
　
松平直之
　
井伊直方
　
戸田忠雄」 、黒田清輝に対して「華光会大會来ル廿
四日午後一時ヨリ華族會館ニ於テ相開キ出品印画ニ對し 投票幷御批評」を依頼（Ｋ）
（
A）年表記載事項は＊Ｂ～Ｊを除き「德川慶喜邸日誌」 （松戸市戸定歴史館所蔵）からの引用である。引用文は「
」で括った。
（
B）德川昭武「カビネ型ゴタク撮影扣」 （松戸市戸定歴史館所蔵）の年表記載日
の記述による。
なお、欄外備考に「景一、
N
o.31 、華光当選
○」とある。
（
C）＊Ｂ前掲史料 日の条。同日欄外備考に「景一、
N
o.35 、華光当選」とある。
（
D）＊Ｂ前掲史料年表記載日の条。欄外備考に「景一、
N
o.4（ 、華光当選、○」とある
（
E）松平乗長書簡（黒田清輝宛） 。東京文化財研究所保管（
F
ile	N
o21

20 ）
（
F）松平乗長書簡（黒田清輝宛） 。東京文化財研究所保管
F
ile	N
o25

51 ） 。尚、書簡に記さ
れる日付は一月十一日だが、封筒に押印されるスタンプは一月十日である
（
G） 『韓国集』は日本カメラ博物館蔵。表紙に表題の他に「華光會」とあり、奥付には「 「編集兼発行人
　
華光会代表者
　
戸田忠雄
　
東京市本郷区彌生町三番地」 、 「印刷者
　
角田吉三
郎
　
東京市日本橋區久松町三十七番地」 、 「印刷所
　
東京製版所
　
東京市日本橋區久松町三
十七番地」とあ 。
（
H） 「華光会重任幹事
　
戸田忠雄
　
井伊直方
　
松平直之」書簡（黒田清輝宛） 、東京文化財研
究所保管（
F
ile	N
o25

104 ）
（
I） 「華光会幹事
　
松平直之、井伊直方、戸田忠雄」書簡
( 黒田清輝宛
) 。東京文化財研究所保
管（
F
ile	N
o24

011 ）
（
J）同講演の写真新報記者による筆記は『写真新報』 写真新報社、明治四四年十月一日発行）に掲載
（
K） 「華光会幹事
　
松平直之
　
井伊直方
　
戸田忠雄」書簡（黒田清輝宛） 。東京文化財研究所
所蔵黒田清輝宛書簡（
F
ile	N
o20

44 ）
表 4　『華影』関係年譜および史料
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旧探勝会旧華影会両幹事ヨリ両会合併ニ依り、来ル十三日午後四時芝公園内紅葉館ニ於テ総会江招請之処、御差支有之、御断端書御差出
（読点筆者）
　
旧探勝会と旧華影会の両会が合併し、二月十三日に紅葉舘で開催される総会に招
待されたが、出席を断ったというのである。合併しているということは、旧探勝会も写真愛好家の会だろう。つまり、少なくとも華族集団の中に二つの写真愛好グループがあり、 両者が合併したのである。 では、 その会は何と言う会になったのだろう。三月四日の記事には「華光会葉書御至来」とあり、その後「華影会」の名前も現れるものの「華光会」という表記が増えていく。 「華影会」は合併後「華光 」となり日誌には旧称である「華影会」も併用されたと考える が妥当だろう。　
日誌には三十七年十一月二十七日、四十年三月十七日に華影会から「写真帖」が
届けられたとある。この写真帖とは『華影』だろう。德川慶喜家の蔵書は静岡市清水中央図書館に「德川文庫
）（（
（
」として伝わる。その中に『華影』十四冊が含まれる。
慶喜旧蔵と考えて良い。記事記載 「写真帖」はこの中にあるかもしれ い
）（（
（
。表４
から、華影会
（華光会）
が定期的に連絡
（主に葉書である）
をしていたこと、明治三
十六年に華影会幹事から請われて活動に参加したこと、三十八年の投稿を最後に具体的な活動が見られなくなったこと、四十一年七月十一日 「御都合上御退会之旨通知」 、つまり退会をしたことが かる。
B　
画題記載の年月と刊行時期
︱︱
「撮影扣」から
　
表１によると、德川昭武は十八号～二十三号に合計八点の投稿を行っている。こ
れは概ね三十八年六月から四十年九月に相当する時期である。彼は二十六年四月に少なくとも二枚の撮影を行っている 本格的に撮影を開始した は三十六年からで
ある
）（（
（
。三十九年一月からは「撮影扣」を付け始めている。写真の名称、使用乾
板、整理記号と番号、撮影年月日、時刻、天気、距離、絞り、シャッター速度、結果、 備考などが記される
）（（
（
。 『華影』で慶喜の活動が低調になる時期に、 弟昭武は投稿、
入選を目指して技術の向上を図っていたのだろう。その成果もあってか、投稿作は全て している。 「撮影扣」による情報 表４の三十九年五月二十日 九月三日、
四十年一月二十四日にまとめた。これによると、三十九年八月の画題「夕照」に対応する写真を同年九月三日に撮影していることがわかる。八月の画題の作品を九月に撮影しているのである。 「夕照」が掲載されたのは十九号
（掲載画題は三十九年七
～九月）
なので、九月の画題に対応する写真まではこの号で受け付けられたはずで
ある。彼はその締め切りを睨んで撮影していたのだろう。その他の二例も画題の月の直前または当月に撮影している。撮影された写真は、印画紙への焼き付け、送付、会の事務局での取りまとめ、入選作決定、印刷、配布という過程を経なければならない。 『華影』 の刊行は画題に記された年月よりも相当程度後になったと考えられる。Ｃ『華影』以後の活動と刊行物　
四十二年十二月十二日の「
「日誌
」に華光会を退会していた慶喜のもとへ「写真見
本」が届き、翌十三日に「華光会写真帖」への「御断書」を出したとある。三節で存在を確認した最後の『華影』は明治四十一年十二月頃 可能性が高いと述べたが、この「写真帖」が『華影』ではないとは断言できない。これについてはま 後に触れたいが、この時点で華光会が存続していたことが判明 。　
一方、東京文化財研究所に保管されている黒田清輝宛書簡中に、華光会同人が差
出人となって る書簡が存在する。四十三年二月七日付書簡は「華光会重任幹事」の肩書で戸田忠雄、井伊直方、松平直之が、同年十二月十六日と四十四年十二月十八日 それは「華光会幹事」の肩書で同じ三名が差出人となっている
（表４参照）
。
三通は黒田に対し、 華光会 例会」 、 「総会」 、 「大会」への出席、 投票 、 御批評」を依頼している。会場はいずれも華族 館であ これから華光会 四十四年十二月まで定期的な会合を開き 黒田に投票、批評を依頼すると う活動を続けていたことが判明する。　
その他の華光会の活動を伝えるものに二冊の刊行物 『富岳集』 と 『韓国集
）（（
（
』 がある。
両集の表紙には誌名の他に 「華光 」 とあり 発行団体名を明らかにしている。また、『韓国集』 の巻末には奥付もある。そこから、 『韓国集』 は明治四十三年二月五日発行、「編集兼発行人
　
華光会代表人
　
戸田忠雄
　
東京市本郷区弥生町三番地」 、印刷者は
角田吉三郎、印刷所は東京製版所であることが判る。この時点で 戸田は華光会代
411.indb   380 14/02/28   15:10
華族写真同人誌『華影』考
381
六七
表を名乗っている。住所は彼の住まいのそれなので、華光会はこの時点では独立した事務所を持たず、 同人
（この場合は戸田）
が自宅で会務を行っていたと考えられる。
先に触れた「華光会写真帖」はこの『富岳集』である可能性がある。　
表紙への発行者名の記載や奥付の存在は『華影』とは対照的である。情報開示へ
の考え方が変化しているのである。両集へ投稿した同人は、延べ十名で、一点しか投稿していない三名を除くと、七名で総計六十九点を投稿している。一 当たり平均九、八点になる。 『華影』第Ⅳ期と較べると投稿者数は減少気味だが、 人りの投稿数は増加して る。また、この両集は富士山、韓国という大きな共通テーマを設けるだけで、コンテスト形式 とっていない 参加しやすい形を模索し がら、 少数 熱心な同人が活動を続けていた様子がうかがえる。 この様に考えると、 『華影』を刊行しながら性格 異 写真集 刊行すると うのは考えにくく、 『華影』休刊後、華光会は『華影』とは性格が変わった『富岳集』 『韓国集』を刊行していたのである。一方、例会、総会、大会 どの会合は続け、そこで 華影』 見られた黒田によ 投票
（順位付けもしくは採点と思われる）
、批評が行われていたのだ
ろう。　　　
五、印画評
　
これまで、 『華影』の基本情報を検討してきたが、この写真誌中で最も注目すべ
きは二十一～二十五号に掲載された印画評だろう。印刷された写真に対する黒田清輝、小川一真の批評が言葉で ているからであ 。黒田 三十九作品に対して総計約二千九百文字、小川は五十二作品に対して約五千二百文字 批評を行い、それぞれが持ち点百点で採点を行っている
（採点のみの場合もある）
。具体的な画像
に対する彼らの着眼 、分析手法、価値観、評価をうかがい知ることができる。　
最初に全体を概観しておきたい。印画評は巻末に文字だけの頁を設けて掲載され
る。例えば二十一号の例で 「明治四十年一月例会当選印画評」 とあ 、 「第一等
（合
計百七十九点）
德川昭武君」と記した次に黒田、小川の順で印画評と点数が記載さ
れる。第五等まで同様に続く。二十一号には二月、三 の例会分と合わせ 計三か月分の印画評が載せられる。こ から華光会の例会で述べられ 印画に対す 批評
を文章化したのが印画評と考えられる。時に、黒田、小川のどちらかが欠席した時には、出席した選定者のみの点数で入選作が選ばれる。なお、二十五号の二月、三月の合同例会では入 結果、点数のみ 印画評を掲載してい い。印画評と対応する写真は七四～九四頁に掲載した。各作品の最初の数字は『華影』暫定番号、ハイフンの次の数字はその号の何番目に掲載されているかを示す番号、年月は画題に対応してい 。印画評 分析する めに作成したのが表５である。 「印画評数」と「採点数」の数字が異なっている は、先述の様に採点 場合があるからである。「両者合計点範囲」は二人の合計点の最低点と最高点。 「黒田点︱小川点」は黒田から小川の採点を減じた最大、最小値である。プラスは黒田が、マイナスは小川が高い点数をつけたことを示す。相違点比率は異なった点数をつけた比率である 、逆に百点満点の範囲で十五％は採点が一致していることも示 ている。そ 下の「趣味
（画趣）
」以下の項目は、項目の言葉が使われる印画評を全体の印画評の数で割
った比率である。印画評中、趣味と画趣はほぼ同じ意味で使われると解釈し、一つの項目にまとめた。 「趣味
（画趣）
」と「面白味」は両者が評価の総合的な指標とし
て使っている抽象概念である。 「図様」は主要モティーフの配置や選択、 「位置」は撮影場所や全体の画面構成、 「遠近」は遠、中、近景 調和、 「光線」は光の当たり方だが、風景写真ではそれをどの様に選択したか、撮影に生かしたかという点 評価に影響している。これまでの項目は多分に絵画と共通す 要素でもあるが、 「濃淡」以下は写真印画紙特有の項目 濃淡 印画紙の階調及びコントラスト、 「原板」は写真原板
（ガラス製の乾板だろう）
の仕上げ方、状態、最後の「印画」
は印画紙の仕上がり状態である。ここで現代で ほぼ使われなくなっている 「写度」という言葉が小川によって使われており、 割合 三十四％、つまり全体の三分の一になる。写度とは一体何だろうか　
25︱
1、画題「松」で第五等に入選した井伊直安の作品に対して小川 「
（前略）
原板ノ濃淡少キガ故ニ画ニ於テ黒白ナシ コノ画、原板ノ写度過ギタル為メ濃淡ヲ失ヒ、且ツ焼付ニ於テモ過度ノ如ク思ハル」と八十点をつけている 原板ノ写度が過度であるため濃淡を失っているとしている。濃淡が失わ た欠点 補うため、井伊は印画紙の焼き付けの際にそれを補正し うとしたがそれも「過度ノ如ク思ハ
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ル」と評されている。写度とは原板の状態に関係する指標らしい。明治四十二年一月一日に本店小西六右衛門によって刊行された『写真器械用品目録』には「写度計」が掲載されている。図版に添えられた説明に「バルトン氏の考案に係り簡易なる露出時間の測量計なり」とある。 「 」とは「露出時間」だと判る。先ほどの「原板ノ写度過ギタル……」とは原 が露出オーバーになったため、焼き付けを工夫したものの濃淡に乏しい印画となったことを述べていたのである。　
次に、具体的な作品と印画評、採点を見て行きたい。表６では黒田、小川の両者
が共に印画評を述べ、 採点した作品を合計点 高い順に並べた。最高点は百八十八、最低は九十八である
）（（
（
。次に、図版及び印画評を参照しながら、黒田、小川の評価を
見てみたい。Ａ
　
両者の合計が最高点の例
　
八九︱頁
	
24︱９
　
阿部正桓撮影
　
画題は「山路」 。黒田九十八点、小川九十点をつける。山林中、画面中央から左
上に登る小路が写る。黒田、小川共、 「濃淡」への評価を行い、左端の樹木の「位置」に言及する。 「濃淡」で 黒田は「能ク整ヒテ宜シ」として るが、小川は光線の取り方 より影が少なくなり「濃淡ニ乏シ」と正反対 「印画ノ焼度」が不足しているので「白色ナク」と具体的な欠点を指摘し、この様な原板を適正濃 に仕上げるための現像、 焼き付けへの技術的アドバイスを行っている。 「位置」は両者とも基本的に良いとしているが、両者共に、左端の樹木が幹の半分で切れていることを欠点として指摘し、黒田は絵画の場合では木製の額と左端の樹木との区別が付きにくい 画家らしい指摘を行い、小川は樹幹の全部を写すか全く写さない方がいいと述べる。印 紙に焼き付けられた画像そ ものを分析するのは両者共通
小川 黒田
52 39 印画評数
5（ 45 採点数
100 95 最高点
53 40 最低点
（3.2 （4.4 平均点
両者合計点範囲
黒田点—小川点
相違点比率
9（ 〜 1（（
3（ 〜 –	25
（5％
3（％ 36％ 趣味（画趣）
4（％ 3（％ 面白味
54％ 46％ 位置
23％ 10％ 図様
2（％ 21％ 遠近
42％ 31％ 光線
5（％ 26％ 濃淡
4（％ 	（％ 印画
34％ 	0％ 写度
表 5　	印画評分析表
40 39 3（ 3（ 36 35 33 33 31 31 2（ 2（ 2（ 2（ 26 25 22 22 22 20 20 1（ 1（ 1（ 15 15 14 12 12 10 10 9 （ 5 5 5 4 2 2 1
順位
25 25 25 22 22 23 25 21 25 23 24 22 21 21 22 25 25 25 24 22 22 25 21 24 24 21 24 25 21 24 21 25 21 22 22 21 21 24 23 24
暫定番号
5 4 3 （ （ 3 11 15 10 2 （ 6 14 13 3 9 （ 2 13 5 2 1 5 12 （ 4 11 （ 3 10 2 6 1 4 1 11 12 6 1 9
小番
不明不明不明花 花 野菜不明車 不明野菜煙 花 車 車 細流不明不明不明山路花 細流不明松 山路煙 松 山路不明松 山路松 不明松 花 細流車 車 煙 野菜山路画題
41 41 41 40 40 40 41 40 41 40 40 40 40 40 40 41 41 41 40 40 40 41 40 40 40 40 40 41 40 40 40 41 40 40 40 40 40 40 40 40 年
3 3 3 6 6 9 3 3 3 9 12 6 3 3 6 3 3 3 12 6 6 3 3 12 12 3 12 3 3 12 3 3 3 6 6 3 3 12 9 12 月第五等第四等第三等第五等第四等第三等第六等第五等第五等第二等第三等第三等第四等第三等第三等第四等第三等第二等第五等第二等第二等第一等第五等第四等第二等第四等第三等第二等第三等第二等第二等第一等第一等第一等第一等第一等第二等第一等第一等第一等順位
德川達道浅野養長阿部正桓德川昭武井伊直方浅野養長松平直之德川達道松平直之阿部正桓井伊直方浅野養長大村徳敏井伊直安浅野養長松平直之松平乗長井伊直安本荘宗義細川利文阿部正桓本荘宗義井伊直安浅野養長松平乗長德川達道阿部正桓松平直之井伊直方松平乗長松平乗長松平乗長德川昭武德川達道德川厚松平乗長細川利文德川達道德川達道阿部正桓
作者
5（ 56 53 （0 （5 55 （（ （（ （0 （5 （5 65 （5 （5 （0 （3 （5 （0 （5 95 （5 （0 （0 （（ 93 6（ （（ 90 （5 90 90 （（ （9 90 90 90 9（ 95 95 9（
黒田点
40 50 55 40 50 （0 50 60 60 65 60 （0 60 （0 （0 （0 （0 （5 （0 60 （0 （0 （0 （5 （0 95 （0 （0 （5 （5 （5 90 90 90 90 90 （5 90 90 90
小川点
9（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（
合計点
表 6　印画評合計点順リスト
であるが、小川はさらに撮影、現像、焼き付けの各プロセスの技術的側面にまでふみ込んで実践的な助言をしている。黒田は樹幹が半分しか写っていない点を「大ニ
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画趣ヲ失フ」としているが、採点では二点しか減点していない。Ｂ
　
両者の合計が最低点の例
　
九二︱頁
	
25︱５
　
德川達道撮影
　
画題年代は四十一年一月であるが画題はそれを印刷した頁が失われているので不
明である
）（（
（
。黒田は「位置并ニ人物ノ動作完全」とするものの「唯ダ少シノ趣味ナシ」
と手厳しい評価を下している。労働中は室内 散らかっている点にこそ面白みがあるのに、整理されている点を批判した。一方、小川は「原板ノ濃淡」や「写度」は申し分ないとしつつも、 「位置」についての点で欠点を指摘する。人物を横向きとし、屛風の脇 人物を配し 二人が会話する様子を演出すれば良くなると助言している。黒田の採点は五十八点で、減点分は「趣味」に欠けるという点にあ 。先ほどの作品では「画趣」に欠けるとして二 しか減点しなかったが、 少シモ趣味ナシ」となると大幅な減点をしていることが判る。黒田の採点基準の中で「趣味」が占める割合は大きかったのでは かと予想され 小川は六十点減 の四十点である。「位置」についての欠点を重視したのだろう。今回も小川は写真の技術的分析と共に画面の組み立て方に具体的なアドバイスを行っている。この姿勢は他 印画評にも共通する。Ｃ︱１
　
両者の採点が大き異なる例
　
七五頁
	
21︱４
　
德川達道撮影
　
四十年一月の画題「松」で四等入選作である。黒田は六十八点、小川は九十五点
である。表５から全体的に黒田の方が高い点数をつけているが、 こでは小川 高く、最高点をつけた。黒田は全体の「色合」は冬の感じを良く表してい が「松樹并ニ畔道一直線ナル所面白カラズ」 としてい 。位置という単語は用いて ないが、表５に当てはめると「位置」に欠点があり、三十二点の減点をしたことになる。一方小川は黒田と同様の欠点を指摘するものの「松ノ影最モコノ画ノ趣味ヲ与へ」いる点を高く評価し、濃淡も申し分なしとしてい 。指摘した欠点による減点 五点に止まったことになる。 「趣味」 や 「面白」 味は他の印画評でもよく言及されるが、この両者の採 に占める比率は い
Ｃ︱２
　
両者の採点が大きくずれた例
　
八〇頁
	
22︱５
　
細川利文撮影
　
四十年五月の画題「花」で二等入選作品。黒田が小川より三十五点高い点をつけ
ている。黒田は、薔薇の背景に贅沢な建物を入れたこと、自然の一部を切り取り、庭の意まで表現したところを「面白シ」として九十五点を与える。面白味を与えている原因は「位置」の巧みさになるだろう。一方、 小川は「光線ノ取方」は「面白」いとしつつも、黒田が評価した背景の建物の踏石が主題である「花」の存在感を減じて るとした。 光線」は良いが「位置」がだめだということだろう。特に位置に関し は両者は正反対の評価をしている。これ 点差が開 た要因Ｄ
　
両者同点数の例
　
七七頁
	
21︱
11　
松平乗長撮影
　
四十年三月の画題「車」の一等。黒田は位置、趣味ともに申し分ないとし、 「恰
モ拵過キタルガ如キ感アリ」 する 小川は人物の服 黒いので車
（この場合は踏車）
と区別が付かないと欠点を指摘し、その解決作を述べるが、両者共に九十点としている。松平乗長は表１から投稿数が最も多く、全期間に渡っ 活発に活動をしていた。彼は東京美術学校で日本画を学び、明治三十一年 卒業制作「王昭君嫁胡」は東京藝術大学美術館に所蔵されている
）（（
（
。絵画の基本事項の修得という点ではアマチ
ュアの域を超えていた。他の作品でも安定した構図の作品を残している。また、表４にある通り、華光会とは別 黒田と交流を持ち、彼が主催したと考えられる「日本写交会」へ黒田 評者 して招いている。Ｅ
　
全体を通じての最高点の例
　
七五頁
	
21︱６
　
井伊直方撮影
　
四十年二月の画題「池沼」で一等となった作品。小川は欠席しているが、黒田は
百点をつけている。彼は題意に適合し、位置も宜しきを得ていると 水面と空は同色ではあるが、自ずから境界を識別できる 評価している。つ には「強テ非難ヲ云ヘバ余リ能ク出来過ギタルノ嫌 リ」とまで述べ いる。　
華光会例会での採点、印画評は写真を趣味として楽しむアマチュアに対するもの
である。当時の支配階層である華族の同人に対して黒田、小川共 所、短所を率直に指摘し、時に手厳しい言葉を浴びせる。百点満点で四十点 いう辛い採点をす
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ることもしばしばであった。その背景には、技量向上のためメンバーがそれを望んだということもあるだろう。印画評が掲載されるようになっ 時期の『華影』は競い合い、技量の向上をはかる場になっていた。百点は、アマチュア写真家の課題に対する採点結果ではあるが、押さえて置くべき基本について、言うべき事はないという意味になる。作品 水平方向にどこまでも広がる視点をとり 画面右下から左手方向にのび 岸辺の水草が中景である舟へと視線を導き、その奥に左から へと延びる樹林 当たる。樹林は視線を右から左へと転じさせ、遠景へと導く役割を持つ。画面半分を占める水や水草、杭などは、湿気を帯びた空間を感じさせる。 「水ト天部」の境界が判ると う階調もそ 感 助けているだろう。ただし、黒田が見ているのは例会での印画紙そのものなので、 『華影』 掲載されたコロタイプ印刷による図版しか見られな 現状では、彼が見た階調を誌面 ら的確に読みと のは難しい感があ 。小川ならば「濃淡」 乏しいという評価 与えたかもしれな 。いずれにせ 、この作品は彼が考える絵画の基本
（学習課程におけるという前提付き
ではあるが）
を満たした作品と言えよう。
　
ここまでは、個別の作品について、印画評を読み、彼らの着眼点、判断基準の一
端に触れてきた。その他の印画評全体を通覧してみた 。評価 着眼点で小川 あって黒田にほとんど見られないのは、写真の技術面 言及である。特に 「写度」に関しては小川が全体の約三分 一で言及しているのに対して黒田 全く言及しない。これは黒田が洋画家であるので当然のことであるが、小川が同人達に与えている技術的アドバイスは高度で実践的である。技術面を除くと 画面 分析手法は写真を絵画と見なしての評価になってい 。しかし 前記Ｃ
︱
２で見たように、
両者の評価が正反対に るも もあっ 黒田は「位置」という言葉を最も多く使っているが、 写真を総体と 評価する時に用 ている言葉は「 白味」や「趣 」である。この両者の評価が低い時には点数は大きく減じられている。一方、 小川は、画面の評価の基本は黒田と共通するが、写真の専門 と 技術的分析を行い 改善方法を具体的に示す点に特色がある。これ 「位置」や「図様」など 画面の組み立て についても同様である。アドバイスはそ まま実践 きるほどの具体性持っている。
　
さて、同人達が工夫を凝らしながら、評者が全く言及しない要素に言及しておき
たい。それは印画面の質感表現に関わることである。一例として二三頁
23︱１、四
十年七月画題「野菜」で一等となった德川達道の写真を見ると、通常の印画よりも画面の粒子のばらつきが目立ち、もや とした感じになってい 。同様の効果を意図したと考えられる作品は二十四、二十五号などにも見られる。我々が見ているのは印刷による画面で、稠密なディテールは失われている のの、通常の焼き付けとは異なる質感がある。技法まで 正確に特定できないが、何らか 工夫をしていることが想像される。また、九一頁
24︱
13、四十年十二月画題「山路」の五等入選作
品では画面に上下方向の凹凸が見られる。華光会同人の德川昭武旧蔵の写真中に、同じ様な凹凸 ある印画紙を用い 写真がある
）（（
（
ので、こちらも同様の印画紙を用い
たと思われる。同人達は 法や印画紙に一定の手間暇をかけ、そ までとは異なる印画面を工夫していたのである。　
印画の濃淡を原板の露出時間や現像の状態にまで遡り解析する小川や質感の相違
を確実に識別できたはずの黒田がこれらの変化にまったく言及していない は不審である。これらの質感の差は特段言及す に値しな も として無視した だろうか。　
印画評は二十一号から二十五号まで掲載されるが、二十五号では一月の画題まで
である。二月、三月は合併という形をとり、点数のみである。印画評を通読すると、回を重ね 毎にどうしても類似の批評が増え 印象 あ 。例会で批評が行われた可能性はあるが、印刷は省略さ た かもしれない。ま 、号を重ね 毎に投稿メンバーは特定の人物に集約される傾向がう がわ 、会全体としての活動が下火になっている様相も垣間見える。厳しい批評を甘受し、印画評 採点を掲載した は技量の向上のためだろう。活動目的の明確化は、参加者同人の減少を招いた。投稿しなかった同人達に多様な写真観があったであろうことにも留意 おきた　　　
六、黒田清輝と小川一真の講演
　
ここでは、別の資料から黒田と小川の写真観を探り、それと『華影』掲載の印画
評との比較を試みたい。
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黒田清輝の写真観を探る上で重要な講演が明治四四年九月十九日、東京美術学校
写真部校舎階上講堂で行われた。 「画家の見たる写真に就いて」である。 「万国写真展覧会」の開催を機に、 「全国写真大会」が全国の写真業者、写真家、関係者によって開催された。同大会の発起人総代は中島精一で小川一 も開催に尽力した。彼らの他、丸木利陽、下岡蓮杖など当時最高の写真家や浅沼商会、小西商店などの写真業者が会場で聴講し これまで見てきた黒田の印 評はアマチュア写真家に対する指導が前提となっていたが、この講演は文字通り当時最高 専門家を対象としていた。講演の筆録は明治四四年十月一日発行の『写真新報』に掲載された。筆録者は『写真新報』編集部員である。　
冒頭、自分は写真の専門家ではないと断りつつも「日本で行はれて居る或る写真
の如きは甚だ不快に感じて居る 写真は面白くない」と痛烈な言葉を放つ。
｢ 写真
が不快に感ずることは唯だ写生的であるからである
｣	 とその理由を明かす。 「絵画
が美術品なれば写真は工芸のやうな感がする」とも述べている。しかし、彼 真意は写真を批判することで なかった。 「左様で くし い、写真もよく応用し なら必ず美術品になるに相違ない」と続け、そういう作品を「今後作つて貰ひたい目下の処では自分は美術と感じない、これを美術となす方法と手腕とは諸君に待たねばならぬの す」と辛口のエールを送った。黒田は写真を美術品とは認めず、一段格下の「工芸品のような」も したが、美術品と る可能性を認め そうなって欲しいと述べている。では、 「こ を美術と 方法 手腕」 はどのようなものだろうか。　「先づ、絵画の習ひ初めは、人物よりも風景の方が入り易い、写真も左様であらうと思ふ」とし、写真を美術品とするため 、絵画の習得方法 つい 語 。絵画に倣えば、写真は美術に成り得るという認識である。風景を習得するには、 「前景、中景、後景、を具へること」が必要で、その は「あらゆる 面の智識と熟練が必要と説く。続けて「人物を描くには其人固有の骨格風貌を現 す が必要であると同時に 其生命、其活気其表情 描き出すことも亦大に必要であ 」とする。これは風景ではなく、人物につい 述べられたも で あるが、形似 超えて「其生命、其活動」を描かなければならないという点は、印画評で「趣味」 、 「面白 味
を重視している点と通底する。また、 風景での前景・中景・後景の部分は印画評の 「遠近」と同じである。いずれも対象に迫り 固有の特質を表現しなければならないという造形の基本だからである。黒田の写真観は絵画と同じ価値観に基づき、絵画と同様の修練を積めば写真は美術品となりうるというもの あった。　
講演会の主催者は、黒田の写真観を承知の上で演者に招いたのだろう。美術品の
世界における権威である黒田は写真に対する批判者であると同時に理解者、支援者でもあった。写真を一段格上の美術品とし、地位向上を図 たいという主催 側の意向も講演の背景にうかがえる。　
これに対して、小川一真は当時の写真が置かれた状況に対して、どの様な見解を
持っていたのだろうか。これを かがい知る資料に彼の晩年の講演「 「日本初期写真界」がある
）（（
（
。そこには「なるべく美術的、芸術的の頭脳をもう一層養つて皆さ
んがおやりになつたならば帝展にも院展にも、日本画あるひは洋画 いふやうな具合に、この写真が入ることが出来るであろうと思ひます。 」と黒田同様、写真はだ美術・芸術と認められていないが、 かつて黒田に 「写真 もう大分進歩したから
（中
略）
文展の中に入れてやつてもよからうと思ふ」と伝えたことを明かす。これに対
して黒田は「
「
それはさうです、どうでもこれは工芸美術として入れることをお互
に骨を折らう
」と言は ましたが不幸にして黒田君 先に逝かれました」と振り返
り「黒田君と私が約束した を帝展に入れたい」という願いは 皆が協力すればかなうだろうと述べる。こ で気になるのは黒田が文 入れ 努力をする際に「美術」という言葉を使わず「工芸美術」という単語を用 いる点である。努力を重ねたと も、美術よりはやはり格下という認識 あったのかもしない。ともあれ、黒田 小川は写真の地位向上を図り、美術並の資格を持つ芸術して社会的認知を獲得しようとする同志的繫がりを持っていたのである。　　　
おわりに代えて
　『華影』は華族だけが集まる閉じた世界の中で刊行された。公開を前提としないので、率直な彼らの意志が反映さ た。写真を写すこと 素朴な喜びを共有し Ⅰ期、共通画題を設定 比較を可能にし Ⅱ期を経 、優劣を決めるようになっ
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Ⅲ期、 洋画、 写真の専門家を招き、 技量の向上に切磋琢磨するようになったⅣ期と 『華影』には純粋なアマチュア写真 の活動の履歴が残されている。この時期のアマチュアの印画を目にする機会が少ない現状において、五六八点の印刷画像は貴重な情報源となる。また、Ⅳ期の活動は、洋画家 権威を招き、絵画的価値観、体系のもとで技術向上を図っているので、彼らの写真は明らかに絵画を志向している。絵画に範をとる写真をピクトリアリズム と呼んでいるが 彼らのⅣ期の活動は、その潮流の一つに数えられるだろう。特に 絵画 権威から直接指導を受け、その内容までも知るこ ができる点は貴重であ 。そして、Ⅰ期 Ⅲ期はそれが明確になるプロセスを示していると読むことも可能である。　
小川、黒田の具体的かつ直接的な写真批評、分析は『華影』と出会うことによっ
て記録され、今日に伝わることになった 営利から最も遠い位置に る華族写真愛好家はアマチュアの典型の一翼を占める。華族が持つ文化的素養や華麗な 人脈は光と影の造形となって、ここ 投影されてい のである。
　
　
最後に執筆の機会を与えて下さった東京文化財研究所田中淳企画情報部長、 『華
影』の調査・図版掲載にご協力を頂きました各所蔵者・機関に御礼を申し上げます。
註（１）
　
岩波書店『広辞苑
　
第六版』による。また、小学館『日本国語大辞典』オンライ
ン版にも「はなのかげ（陰） 」として記載がある。
（２）
　
参考Ａに記載のⅤ期は後述の暫定番号
2（の
一冊のみであるのでⅣ期の例外処理と
することも可能かと思うが、区分の基本指標である画題の有無が不明であること、印画評、採点を欠いていることからⅣ期に収めるよりは別区分とすることを選択した。
（３）
　
静物と人物のそれぞれ スクリーン有と無 場合の写真を載せる。個別に数えれ
ば四枚となるが、二枚一組で効果の有無を示していると解釈して二点と数えた。
（４）
　
各号の所蔵者別内訳は「参考Ｂ
所蔵者一覧」の通りである。なお、筆者が勤務す
る松戸市戸定歴史館開館準備段階（平成元～三年）で、 『華影』所在調査を行ったのは森仁史氏（当時松戸市教育委員会学芸員、現金沢美術工芸大学
教授）で、
1（
種
1（冊を確認した。その後筆者が継続調査を行い、現状に至っている。
　
（
５）
　
爵位は華族家の当主にのみ与えられるが、その家族は各家の爵位に対応した華族
としての礼遇を受ける。
（６）同人中、德川慶喜は水戸德川家に生まれ、德川将軍家の一員である一橋（将軍家
から独立した大名ではない）に養子に入り、明治三十五年には德川宗家から分家して新たに公爵を受爵する複雑なプロフィールを持つ。これを踏まえて筆者が適宜編集し 記載した。德川昭武、厚、達道についても同様とした。旧公卿、旧諸侯以外の四名は伊集院兼知、大村徳敏、鳥尾光と清浦保恒である
（７）
　
德川慶喜は註６で述べた通りだが、昭武は水戸家に生まれ、旧将軍家の一員であ
る清水家を相続し、明治元年に水戸藩主となった。厚は慶喜の四男で明治十五年に德川宗家からの分家が認められ華族となり 同十七年 男爵となった。達道は一橋家の当主である。
（８）
　
内容は参考Ｂ「岡部長職出品西洋絵画写真一覧」参照。原作品所在調査は松戸市
戸定歴史館研究員小寺瑛広氏による。提供されたデータをもと まとめた。
（９）慶喜と写真については以下の拙稿がある。 「将軍のフォトグラフィー
︱
展
覧会ノ
ート
︱
」 （ 『将軍のフォトグラフィー』展図録、松戸市戸定歴史館、平成四年） 、 「幕
末の二条城について」 （ 『二条城黒書院障壁画と幕末の古写真』展図録、松戸市戸定歴史館、平成六年） 、齊藤洋一・岩下哲典『将軍・殿様の撮った幕末明治』 （新人物往来社、平成七年） 、 「徳川慶喜とお抱え写真師・中島鍬次郎
︱
幕
府開成所との関
係を巡って」 （ 『日本写真芸術学会誌』 （平成七年度第４号第２巻） 、 「前将軍の眼差し」（ 『家康と慶喜』展図録、静岡市美術館、平成二十二年）
（
10）　
德川文庫については加藤真保／吉田恵理「静岡市立清水中央図書館「德川文庫」
︱その成立と蔵書印に関する調査報告」 （ 「没後 〇〇年徳川慶喜」展図録所収、松戸市戸定歴史館・静岡市立美術館、平成二十五年十月）参照。
（
11）　
参考
C及び表１参照。
（
12）　
松戸德川家伝来写真（松戸市戸定歴史館所蔵）中に「上公御自撮」と台紙裏に墨
書がある二枚を昭武撮影と考えている。水戸德川家で「上公」は彼を指していたからである。以後十年程撮影事歴は見られないが 三十 七月から 本格的に撮影を行うようになる。しかし、この時の画像は不鮮明で構図もこなれていないことから技術習得段階にあったと思われる。
（
13）　
この記録は四十二年十二月までつけられるが、四十一年二月以降は主に写真の名
称と撮影年月までの記載のみとなる。この時期、彼は癌になり、体調が優れな ったためだろう（四十三年七月三日没）
（
14）いずれも日本カメラ博物館所蔵。 『富岳集』の発行年は不明だが、 『韓国集』との共通する雰囲気や奥付 欠くことなどから『韓国集』 少し前の発行であること想像される。
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（
15）　
この表には入っていないが、黒田単独で九十八点以上をつけた作品が三点あり、
欠席した小川の点数を零点と換算してもこの表の最低点以上となる。三点とは七五～
七六頁掲載の番号
21︱
６、７、８である。
（
16）　
この作品は五等だが、一等から四等の入選作は風景を写しており、室内人物を写
すこの作品と共通する画題を想像するのは難 い。
（
1（）　
絹夲著色、一幅、百六十一・七×八十二・一㎝、目録番号六四四
（
1（）　「
河舟」 、撮影者不詳（ 『松戸徳川家所蔵資料目録
　
第一集』写真
　
Ⅴ
︱
２
︱
11、
松戸市教育委員会、平成二年）
（
19）　『写真年祭記念講演集』所収（大正十五年、朝日新聞）
（さいとうよういち
　
松戸市戸定歴史館学芸員）
暫定番号123456（（9101112131415161（1（19202122232425262（2（計
静岡市清水中央図書館
（徳川慶喜旧蔵本）
○○○○○○○○○○○○○○14
ペンタックスギャラリー旧蔵○○○○○○○○○○○○○13
松戸市戸定歴史館○○○3
個人蔵○○○○4
個人蔵○○○○○○○○○○○○○○14
参考 C　所蔵者一覧
参考F　表紙 C
参考 E　表紙 B
参考D　表紙A参考 G　表紙D
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21-1 画題「松」明治 40 年 1 月
第一等 德川昭武
黒
田
印
画
評
松
幹
或
ハ
石
面
ニ
於
ケ
ル
光
線
其
宜
敷
キ
ヲ
得
テ
申
分
ナ
ク
大
ニ
題
意
ニ
適
合
セ
リ
（
八
十
九
点
）
小
川
印
画
評
松
幹
ノ
逆
光
線
ニ
於
ケ
ル
写
度
并
ニ
現
象
ノ
調
和
適
当
ニ
シ
テ
且
ツ
題
意
ニ
申
分
ナ
シ
唯
ダ
写
真
ノ
位
置
ト
シ
テ
ハ
今
少
シ
図
様
ヲ
小
ニ
セ
バ
最
モ
ヨ
シ
遠
景
ノ
天
部
写
度
過
ギ
タ
ル
為
淡
ク
折
角
原
板
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
焼
付
ニ
於
テ
現
出
ス
ル
事
能
ハ
ズ
斯
様
ナ
ル
原
板
ハ
其
遠
景
ヲ
現
出
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ
（
九
十
点
）
21-2 画題「松」明治 40 年 1 月 
第二等 松平乗長
黒
田
印
画
評
困
難
ナ
ル
位
置
ヲ
面
白
ク
撮
影
セ
シ
ハ
其
価
値
ノ
存
ス
ル
所
ニ
シ
テ
先
ヅ
之
ヲ
装
飾
的
図
様
ト
ス
ベ
シ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
図
様
ニ
於
テ
人
物
ノ
位
置
適
当
ニ
シ
テ
画
ノ
如
ク
申
分
ナ
シ
但
シ
原
板
ノ
淡
キ
ガ
故
ニ
松
ト
岩
同
色
ナ
リ
若
シ
此
ノ
如
キ
場
所
ヲ
写
ス
時
ハ
成
ベ
ク
光
線
ノ
陰
陽
ニ
注
意
セ
バ
大
ニ
調
子
ヲ
現
ハ
ス
ベ
シ
（
八
十
五
点
）
21-3 画題「松」明治 40 年 1 月 
第三等 松平乗長
黒
田
印
画
評
位
置
悪
ク
色
合
一
様
ナ
レ
ト
モ
題
意
ト
シ
テ
ハ
其
思
考
面
白
ク
趣
味
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
（
八
十
五
点
）
小
川
印
画
評
遠
景
ノ
雲
近
景
ノ
人
物
其
釣
合
最
モ
面
白
シ
但
シ
単
純
ナ
ル
一
本
松
近
景
ト
同
色
ナ
ル
ハ
悪
ル
シ
今
少
シ
写
度
ヲ
過
ゴ
セ
シ
ナ
ラ
バ
松
樹
ノ
濃
淡
ヲ
現
ハ
シ
一
層
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
八
十
五
点
）
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21-4 画題「松」明治 40 年 1 月
第四等 德川達道
黒
田
印
画
評
松
樹
并
ニ
畔
道
一
直
線
ナ
ル
所
面
白
カ
ラ
ズ
但
シ
全
体
ノ
色
合
ニ
於
テ
ハ
大
ニ
冬
天
ノ
感
ヲ
現
ハ
セ
リ
（
六
十
八
点
）
小
川
印
画
評
松
ノ
影
最
モ
コ
ノ
画
ノ
趣
味
ヲ
与
ヘ
其
濃
淡
モ
亦
申
分
ナ
シ
但
シ
畔
道
ノ
直
線
ニ
見
ユ
ル
所
悪
ル
ク
若
シ
人
物
ヲ
或
場
所
ニ
置
キ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
面
白
カ
ル
ベ
シ
（
九
十
五
点
）
21-5 画題「松」明治 40 年 1 月 
第五等 井伊直安
黒
田
印
画
評
題
意
ト
シ
テ
ハ
適
当
ナ
レ
ト
モ
全
体
一
色
ニ
過
ギ
タ
リ
今
少
シ
色
合
ニ
於
テ
変
化
ヲ
望
ミ
タ
シ
（
八
十
点
）
小
川
印
画
評
題
意
ト
シ
テ
ハ
面
白
キ
モ
原
板
ノ
濃
淡
少
キ
ガ
故
ニ
画
ニ
於
テ
黒
白
ナ
シ
コ
ノ
画
原
板
ノ
写
度
過
ギ
タ
ル
為
メ
濃
淡
ヲ
失
ヒ
且
ツ
焼
付
ニ
於
テ
モ
過
度
ノ
如
ク
思
ハ
ル
（
八
十
点
）
21-6 画題「池沼」明治 40 年 2 月 
第一等 井伊直方
黒
田
印
画
評
題
意
ニ
適
合
シ
位
置
モ
亦
其
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
リ
水
ト
天
部
同
色
ナ
レ
ド
モ
自
ラ
分
界
ヲ
見
ル
ヲ
得
タ
リ
強
テ
非
難
ヲ
云
ヘ
バ
余
リ
能
ク
出
来
過
ギ
タ
ル
ノ
嫌
ア
リ
（
百
点
）
小
川
印
画
評
（
欠
席
）
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21-7 画題「池沼」明治 40 年 2 月
第二等 德川達道
黒
田
印
画
評
画
ト
シ
テ
ノ
配
置
宜
シ
ク
備
ハ
レ
リ
且
ツ
樹
木
ボ
ケ
タ
ル
様
子
宜
シ
ク
唯
ダ
濃
淡
遠
近
ノ
差
少
ナ
ク
余
リ
ニ
濃
度
即
チ
黒
キ
ニ
過
グ
ル
ガ
如
シ
又
天
空
ノ
広
キ
ニ
過
グ
ル
割
合
ニ
趣
味
ナ
ク
若
シ
雲
ニ
テ
モ
ア
ラ
バ
一
層
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
（
九
十
九
点
）
小
川
印
画
評
（
欠
席
）
21-8 画題「池沼」明治 40 年 2 月 
第三等 德川昭武
黒
田
印
画
評
位
置
完
全
ニ
シ
テ
横
広
キ
所
ヲ
能
ク
画
中
ニ
収
メ
タ
リ
唯
ダ
重
ナ
ル
位
置
ヲ
占
ム
ル
樹
木
ノ
葉
等
ニ
遠
近
ヲ
見
ズ
恰
カ
モ
月
影
ニ
提
灯
ヲ
写
セ
ル
ガ
如
キ
感
ア
リ
（
九
十
八
点
）
小
川
印
画
評
（
欠
席
）
21-9 画題「池沼」明治 40 年 2 月 
第四等 松平乗長
黒
田
印
画
評
自
然
ノ
様
子
ヲ
能
ク
写
ヒママ
リ
黒
キ
中
ニ
オママ
自
ラ
遠
近
ノ
差
ヲ
見
ル
ヲ
得
別
ニ
非
難
ス
ベ
キ
所
ナ
キ
ガ
如
シ
画
ト
シ
テ
ハ
光
線
反
射
ノ
白
点
及
ビ
夕
景
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
否
ラ
ザ
ル
ガ
如
キ
点
面
白
カ
ラ
ズ
（
九
十
七
点
）
小
川
印
画
評
（
欠
席
）
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21-10 画題「池沼」明治 40 年 2 月 
第五等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
池
ト
云
フ
ヨ
リ
モ
寧
ロ
魚
ノ
題
ニ
適
セ
ル
ガ
如
シ
唯
ダ
此
ノ
如
キ
画
ハ
好
ン
デ
度
々
作
ル
時
ハ
嫌
気
ヲ
生
ス
ベ
シ
此
ノ
印
画
ニ
於
テ
前
方
（
手
前
）
ニ
水
面
ヲ
示
ス
モ
ノ
ア
レ
バ
猶
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
水
面
判
然
セ
サ
ル
故
魚
水
中
ニ
居
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
明
ニ
識
別
シ
難
キ
ガ
如
シ
（
九
十
五
点
）
小
川
印
画
評
（
欠
席
）
21-11 画題「車」明治 40 年 3 月 
第一等 松平乗長
黒
田
印
画
評
位
置
ヨ
ク
趣
味
充
分
ニ
シ
テ
恰
モ
拵
過
キ
タ
ル
ガ
如
キ
感
ア
リ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
位
置
ニ
於
テ
ハ
宜
敷
シ
但
シ
光
線
ノ
弱
キ
為
メ
遠
景
并
ニ
人
物
一
色
ト
ナ
リ
且
ツ
人
物
ノ
衣
服
黒
キ
ガ
故
ニ
車
ト
区
別
ツ
カ
ズ
唯
ダ
水
ノ
影
ニ
於
テ
ハ
至
テ
趣
味
ヲ
有
セ
リ
此
ノ
如
キ
画
ハ
写
度
ヲ
シ
テ
今
少
シ
過
ゴ
セ
シ
ナ
ラ
バ
遠
景
ノ
部
分
淡
色
ト
ナ
ル
ベ
シ
天
部
ノ
如
キ
ハ
多
少
ノ
雲
ア
リ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
申
分
ナ
シ
（
九
十
点
）
21-12 画題「車」明治 40 年 3 月 
第二等  細川利文
黒
田
印
画
評
荷
車
及
ビ
笊
ノ
配
置
宜
敷
ヲ
得
テ
自
然
ノ
情
ア
リ
唯
ダ
光
線
少
キ
為
メ
地
面
判
然
セ
ズ
且
ツ
全
体
ニ
暗
過
ギ
タ
リ
（
九
十
八
点
）
小
川
印
画
評
光
線
弱
キ
為
地
面
暗
シ
但
シ
全
体
ノ
調
子
ニ
於
テ
申
分
ナ
シ
此
ノ
如
キ
暗
キ
場
所
ヲ
写
ス
ニ
絞
リ
ノ
大
ナ
ル
ヲ
用
ヰ
シ
ナ
ラ
バ
光
線
ノ
不
足
ヲ
補
フ
ガ
故
ニ
荷
車
ト
竹
藪
ノ
濃
淡
ヲ
区
別
シ
テ
明
ル
キ
画
ト
ナ
リ
従
テ
人
物
ノ
白
キ
衣
服
或
ハ
笠
ニ
於
テ
写
真
ノ
浮
出
シ
ヲ
助
ケ
テ
最
モ
ヨ
ロ
シ
キ
図
ト
ナ
ル
ベ
シ
（
八
十
五
点
）
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21-13 画題「車」明治 40 年 3 月
第三等 井伊直安
21-14 画題「車」明治 40 年 3 月 
第四等 大村德敏
黒
田
印
画
評
前
景
中
景
ニ
於
テ
色
ノ
変
化
乏
シ
ク
従
テ
書
割
図
ノ
如
シ
位
置
ニ
於
テ
ハ
余
リ
ニ
濃
淡
半
分
ヅ
ヽ
ニ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
（
七
十
五
点
）
小
川
印
画
評
水
車
ノ
光
線
誠
ニ
宜
敷
ク
写
度
適
当
ナ
レ
ド
モ
近
景
ノ
光
線
余
リ
ニ
正
当
ナ
ル
ガ
為
メ
画
ノ
力
ヲ
失
ヘ
リ
且
ツ
位
置
ノ
撰
定
遠
景
半
分
近
景
半
分
ト
セ
シ
ハ
面
白
カ
ラ
ズ
此
ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
遠
景
三
分
近
景
七
分
ニ
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
（
七
十
点
）
黒
田
印
画
評
背
景
並
ニ
車
ノ
位
置
宜
敷
モ
首
眼
タ
ル
馬
並
ニ
車
力
ノ
居
ラ
ザ
ル
ハ
大
ニ
主
客
ヲ
転
倒
セ
ル
モ
ノ
ト
ス
（
八
十
五
点
）
小
川
印
画
評
道
路
ノ
方
向
配
景
等
誠
ニ
ヨ
ロ
シ
唯
ダ
目
的
物
タ
ル
車
馬
人
物
等
焦
点
ヲ
合
セ
背
面
及
ビ
樹
木
ノ
焦
点
ヲ
外
セ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
宜
敷
カ
ル
ベ
シ
（
六
十
点
）
21-15 画題「車」明治 40 年 3 月 
第五等 德川達道
黒
田
印
画
評
位
置
配
色
共
ニ
ヨ
ロ
シ
唯
ダ
車
ト
シ
テ
余
リ
ニ
趣
味
ナ
ク
従
テ
画
ノ
雅
致
ヲ
欠
ケ
リ
（
七
十
八
点
）
小
川
印
画
評
逆
光
線
ハ
撮
影
上
困
難
ナ
レ
ト
モ
影
ヨ
ク
鮮
明
ニ
現
出
セ
リ
但
シ
コ
ノ
図
趣
味
ト
シ
テ
ハ
余
リ
面
白
カ
ラ
ズ
（
六
十
点
）
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22-1 画題「細流」明治 40 年 4 月
第一等 德川 厚
黒
田
印
画
評
細
流
ノ
位
置
能
ク
画
面
ニ
適
応
シ
且
ツ
態
ト
ラ
シ
キ
処
ナ
シ
全
体
ニ
淡
暗
ク
見
ユ
ル
モ
却
テ
水
ノ
光
ル
処
ヤ
家
根
ノ
光
線
ヲ
強
ク
示
シ
冬
ノ
淋
シ
キ
景
色
ヲ
助
ク
ル
カ
ノ
如
ク
趣
味
ニ
富
メ
リ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
印
画
ノ
出
来
宜
シ
ク
位
置
ノ
選
定
最
モ
可
ナ
リ
河
ノ
屈
曲
セ
ル
処
樹
木
ノ
近
景
等
完
全
ナ
リ
（
九
十
点
）
22-2 画題「細流」明治 40 年 4 月 
第二等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
山
中
渓
流
ノ
趣
充
分
現
ハ
レ
ル
ト
モ
印
画
紙
ノ
為
ニ
ヤ
濃
淡
判
然
セ
ズ
従
テ
山
或
ハ
樹
木
ノ
奥
深
キ
処
見
ヘ
難
シ
杉
ノ
如
キ
殆
ン
ド
一
色
ノ
様
ニ
見
ユ
ナ
リ
（
七
十
五
点
）
小
川
印
画
評
写
度
適
当
ナ
レ
ト
モ
印
画
ニ
於
テ
ハ
少
シ
ク
淡
キ
ニ
過
グ
細
流
ト
樹
木
ノ
釣
合
余
リ
中
心
ニ
シ
テ
見
悪
シ
故
ニ
今
少
シ
ク
向
テ
右
方
ヲ
余
分
ニ
写
シ
左
方
ヲ
少
ク
セ
バ
河
ノ
中
心
横
ニ
偏
シ
全
体
ノ
釣
合
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
（
八
十
点
）
22-3 画題「細流」明治 40 年 4 月 
第三等 浅野養長
黒
田
印
画
評
位
置
モ
宜
シ
ク
殊
ニ
流
ノ
屈
曲
ス
ル
処
ア
ル
為
メ
並
行
線
ヲ
切
リ
趣
味
ヲ
助
ク
然
レ
ト
モ
木
ノ
枝
ヲ
見
ル
ニ
日
光
ノ
当
リ
タ
ル
景
色
ノ
如
ク
思
ヘ
ト
モ
地
面
ニ
其
感
ナ
シ
サ
リ
ト
テ
又
曇
天
ノ
淋
シ
キ
感
ヲ
与
ヘ
ル
モ
ノ
ニ
モ
非
ズ
故
ニ
感
覚
上
如
何
ニ
考
ヘ
テ
宜
シ
キ
カ
景
色
ニ
対
ス
ル
感
覚
ヲ
現
ハ
ス
ニ
乏
シ
キ
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
（
八
十
点
）
小
川
印
画
評
種
板
印
画
ノ
出
来
最
モ
宜
シ
此
ノ
位
置
ハ
淡
泊
ナ
ル
景
色
ニ
近
景
ノ
樹
木
ヲ
添
ヘ
又
河
ノ
曲
線
ナ
ル
為
一
層
趣
味
ヲ
与
ヘ
リ
唯
ダ
欠
点
ニ
於
テ
ハ
遠
景
ノ
山
余
リ
ニ
樹
木
淋
シ
キ
感
ア
リ
若
シ
河
向
ノ
畔
道
ニ
農
夫
ノ
如
キ
人
物
ノ
歩
行
セ
ル
処
ノ
姿
勢
ヲ
置
カ
バ
最
モ
面
白
カ
ル
ベ
シ
（
七
十
点
） 
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22-4 画題「花」明治 40 年 5 月
第一等 德川達道
黒
田
印
画
評
軽
キ
趣
味
ヲ
与
ヘ
文
字
ニ
テ
云
ヘ
バ
俳
句
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
小
サ
ク
現
ハ
シ
タ
ル
処
ニ
面
白
味
ト
自
然
ヲ
現
ハ
セ
リ
唯
ダ
日
光
ノ
力
今
少
シ
或
処
ニ
強
ク
映
ジ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
一
層
完
全
ス
ベ
シ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
写
真
ノ
印
画
ハ
少
シ
ク
平
ナ
レ
ト
モ
花
ノ
位
置
選
定
ニ
於
テ
ハ
完
全
ナ
リ
中
央
ノ
花
高
ク
左
右
ノ
花
ノ
配
合
最
モ
ヨ
シ
若
シ
印
画
ニ
今
少
シ
ク
濃
淡
ア
レ
バ
一
層
浮
出
シ
見
栄
ヘ
ア
ル
ベ
シ
（
九
十
点
）
22-5 画題「花」明治 40 年 5 月 
第二等 細川利文
黒
田
印
画
評
薔
薇
ヲ
写
シ
タ
ル
位
置
ト
シ
テ
殊
ニ
或
贅
澤
ナ
ル
建
築
物
ノ
一
部
ヲ
示
シ
タ
ル
処
面
白
シ
且
ツ
自
然
一
部
分
ヲ
取
リ
庭
ノ
意
ヲ
示
シ
タ
ル
ハ
ヨ
キ
選
ミ
方
ナ
リ
（
九
十
五
点
）
小
川
印
画
評
光
線
ノ
取
方
面
白
ク
日
向
ト
影
ト
ヲ
現
ハ
シ
タ
ル
点
妙
ナ
リ
印
画
ノ
出
来
モ
宜
ロ
シ
唯
ダ
欠
点
ト
ス
ル
処
ハ
全
面
ノ
踏
石
花
ノ
背
部
ニ
ア
ル
為
メ
眼
目
タ
ル
花
ノ
障
害
物
ト
ナ
レ
リ
（
六
十
点
）
22-6 画題「花」明治 40 年 5 月 
第三等 浅野養長
黒
田
印
画
評
印
画
紙
ノ
為
カ
写
真
ノ
為
カ
余
リ
一
色
ニ
見
ヘ
中
景
ヨ
リ
遠
景
ノ
樹
木
一
様
ノ
色
ヲ
ナ
シ
濃
淡
ニ
乏
シ
ク
光
線
モ
何
レ
ヨ
リ
来
ル
カ
又
景
色
ヲ
写
シ
タ
ル
時
刻
ノ
説
明
モ
朝
ナ
ル
カ
夕
景
ナ
ル
カ
晴
カ
雨
カ
誠
ニ
不
明
ナ
リ
（
六
十
五
点
） 
小
川
印
画
評
花
ト
池
樹
木
ノ
位
置
最
モ
可
ナ
リ
但
シ
写
度
ノ
過
タ
ル
為
余
リ
濃
淡
ニ
乏
シ
（
八
十
点
）
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22-7 画題「花」明治 40 年 5 月
第四等 井伊直方
黒
田
印
画
評
光
線
ノ
取
方
ニ
於
テ
最
モ
趣
味
ヲ
助
ク
然
シ
躑
躅
ヲ
写
シ
タ
ル
事
ニ
就
テ
ハ
少
ク
物
足
ラ
ヌ
感
ア
リ
余
リ
一
部
分
ニ
過
キ
タ
ル
故
何
カ
之
ニ
他
ニ
主
眼
ア
リ
テ
之
ヲ
附
属
ノ
背
景
又
ハ
添
ヘ
物
ト
セ
シ
ナ
ラ
バ
最
モ
面
白
カ
ル
ベ
シ
然
シ
光
線
ノ
取
方
ハ
完
全
ニ
シ
テ
附
属
ノ
モ
ノ
ニ
非
ズ
且
ツ
地
ニ
映
ジ
タ
ル
日
光
ノ
力
ハ
充
分
ニ
現
ハ
レ
居
ル
ナ
リ
（
七
十
五
点
）
小
川
印
画
評
写
真
ト
シ
テ
ハ
至
極
上
出
来
ニ
シ
テ
光
線
ノ
道
ニ
映
ジ
タ
ル
処
面
白
シ
然
シ
少
ク
物
足
ラ
ヌ
心
地
ス
斯
ノ
如
キ
図
ニ
ハ
何
カ
右
方
ニ
添
ヘ
物
ヲ
置
カ
バ
最
モ
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
（
五
十
点
）
22-8 画題「花」明治 40 年 5 月 
第五等 德川昭武
黒
田
印
画
評
藤
花
ヲ
主
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
図
柄
ヨ
リ
云
ヘ
バ
附
属
ノ
様
ナ
リ
前
面
ニ
建
築
物
ア
ル
故
人
物
若
カ
モ
婦
人
ノ
美
装
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
始
メ
テ
完
全
ス
ベ
シ
花
ニ
就
テ
ノ
ミ
見
レ
バ
柱
ノ
如
キ
ハ
障
害
物
ト
ナ
ル
カ
モ
知
レ
ズ
若
シ
藤
花
ヲ
主
ト
シ
テ
写
サ
ン
ト
セ
バ
今
少
シ
花
ニ
光
線
ノ
濃
淡
ヲ
強
ク
現
ハ
シ
一
色
ノ
単
調
ヲ
避
ケ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
七
十
点
）
小
川
印
画
評
写
真
ノ
出
来
普
通
ナ
レ
ド
モ
手
摺
ノ
柱
目
障
リ
ニ
シ
テ
眼
目
タ
ル
藤
ノ
中
心
ヲ
塞
ギ
為
メ
ニ
藤
ナ
ル
目
的
ヲ
欠
ケ
リ
斯
ノ
如
キ
図
ニ
ハ
能
ク
障
害
物
ニ
注
意
シ
暗
箱
ノ
位
置
ヲ
少
シ
ク
変
ジ
テ
柱
ヲ
隠
ス
ベ
シ
（
四
十
点
）
22-9 画題「夜景」明治 40 年 6 月 
第一等 德川達道
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
位
置
ノ
撰
定
并
ニ
天
部
ノ
割
合
宜
ク
其
距
離
ニ
於
テ
モ
全
景
ト
シ
テ
適
当
ナ
ル
場
所
ヲ
得
タ
リ
但
シ
斯
様
ナ
ル
図
ニ
於
テ
ハ
右
方
ヲ
多
ク
左
方
ヲ
少
ク
ス
ル
ヲ
普
通
ト
ス
曝
度
ノ
如
キ
モ
誠
ニ
適
当
ナ
リ
若
シ
其
度
ヲ
シ
テ
過
ゴ
セ
シ
ナ
ラ
バ
電
気
ノ
映
ゼ
シ
場
所
迄
明
ニ
写
サ
レ
反
テ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
ノ
写
真
ト
シ
テ
不
完
全
ト
ナ
ル
ベ
シ
（
九
十
五
点
）
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22-10 画題「夜景」明治 40 年 6 月
第二等 井伊直方
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
近
景
ノ
草
木
中
景
ノ
森
林
人
家
ノ
燈
光
水
ニ
映
ジ
タ
ル
所
画
趣
ア
ル
夜
景
ト
シ
テ
写
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
併
シ
ナ
ガ
ラ
今
一
ツ
或
ハ
二
ツ
程
燈
光
水
ニ
映
ゼ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
趣
味
ア
ル
ベ
シ
印
画
現
象
ニ
於
テ
モ
皆
適
当
ト
思
ハ
ル
（
九
十
点
）
22-11 画題「夜景」明治 40 年 6 月 
第三等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
印
画
普
通
ニ
シ
テ
室
内
ノ
燈
光
障
子
ニ
映
ジ
タ
ル
為
夜
景
写
真
ト
シ
テ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
天
空
ノ
白
キ
為
メ
夕
刻
光
線
ノ
少
ナ
キ
時
ニ
写
度
不
足
ノ
モ
ノ
ヲ
作
リ
タ
ル
ガ
如
シ
正
面
ノ
樹
木
ト
地
面
ノ
濃
淡
一
色
ニ
シ
テ
夜
景
ト
シ
テ
区
別
ナ
シ
人
物
ニ
提
灯
ヲ
持
タ
セ
或
ハ
篝
火
ニ
テ
モ
焚
キ
シ
ナ
ラ
バ
座
敷
ノ
光
線
ト
相
対
シ
テ
趣
味
ヲ
得
ベ
シ
（
七
十
点
）
22-12 画題「夜景」明治 40 年 6 月 
第四等 松平直方
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
花
火
ノ
印
画
ト
シ
テ
写
度
適
当
ナ
レ
ド
モ
位
置
ニ
於
テ
天
部
少
ナ
シ
花
火
撮
影
ヲ
ナ
ス
事
ハ
欧
米
ニ
テ
モ
一
ツ
ノ
専
門
ト
ナ
リ
電
光
撮
影
ト
同
様
ノ
関
係
ヲ
以
テ
最
モ
曝
度
ニ
注
意
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
何
ト
ナ
レ
バ
花
火
ヲ
肉
眼
ニ
テ
見
ル
時
ハ
光
線
ノ
動
揺
ヲ
見
認
ム
レ
ト
モ
撮
影
ノ
写
度
ノ
過
キ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
其
動
揺
ス
ル
所
ヲ
写
ス
能
ハ
ズ
為
ニ
速
力
ヲ
早
メ
タ
ル
シ
ヤ
ッ
タ
ー
ヲ
用
ユ
ベ
キ
事
ナ
レ
ド
モ
絞
リ
ヲ
大
ニ
ス
ル
必
要
ア
リ
（
絞
小
ナ
レ
バ
写
度
不
足
ト
ナ
ル
ベ
シ
）
コ
ノ
写
真
ニ
於
テ
写
度
適
当
ナ
ル
所
ハ
薄
ノ
如
キ
部
分
申
分
ナ
キ
モ
火
ノ
一
面
ニ
隈
ノ
ナ
キ
所
欠
点
ナ
レ
ド
モ
之
レ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
ニ
成
ル
ベ
ク
曝
度
ヲ
減
ジ
タ
ル
時
ハ
隈
取
幾
分
カ
現
出
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
六
十
五
点
）
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22-13 画題「夜景」明治 40 年 6 月
第五等 松平乗長
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
位
置
ノ
取
方
天
地
ノ
割
合
適
当
ニ
シ
テ
一
部
分
ノ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ
写
シ
タ
ル
画
ナ
リ
写
度
適
当
ナ
ル
為
ニ
能
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
ノ
電
球
ヲ
写
シ
タ
ル
所
注
意
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
水
ニ
映
ジ
タ
ル
光
線
ハ
一
見
池
畔
ニ
ア
ル
ト
云
フ
事
ヲ
示
ス
ニ
妙
ナ
レ
ド
モ
惜
ム
ラ
ク
ハ
全
景
ニ
非
ズ
シ
テ
一
部
分
ノ
撮
影
ト
セ
シ
ガ
欠
点
ナ
リ
（
六
十
点
）
23-1 画題「野菜」明治 40 年 7 月
第一等 德川達道
黒
田
印
画
評
野
菜
ト
シ
テ
ハ
図
様
無
難
ニ
シ
テ
比
較
的
故
ト
ラ
シ
キ
所
ナ
ク
色
合
モ
亦
余
リ
黒
カ
ラ
ズ
但
シ
明
ル
キ
所
ニ
於
テ
今
少
シ
光
線
ノ
強
キ
ヲ
望
ミ
タ
シ
（
九
十
五
点
）
小
川
印
画
評
野
菜
ノ
位
置
最
モ
自
然
ニ
シ
テ
配
合
モ
ヨ
シ
唯
ダ
写
度
ノ
少
シ
ク
過
ギ
タ
ル
為
メ
光
線
ノ
強
ク
当
リ
シ
部
分
乏
シ
ク
斯
様
ナ
ル
青
キ
野
菜
ヲ
写
ス
ト
キ
ハ
黄
色
光
線
ヲ
用
ユ
ベ
シ
（
黄
色
ナ
ル
裂
地
ノ
衝
立
ヲ
作
リ
写
ス
ト
キ
ハ
影
ノ
部
分
ニ
於
テ
精
密
ヲ
現
ハ
ス
）
然
ル
ト
キ
ハ
光
線
ノ
強
キ
部
分
ハ
大
ニ
白
色
ト
ナ
ル
但
シ
写
度
ハ
普
通
ヨ
リ
約
二
倍
程
ヲ
要
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
（
九
十
点
）
23-2 画題「野菜」明治 40 年 7 月
第二等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
位
置
光
線
ノ
濃
淡
其
宜
敷
ヲ
得
タ
ル
モ
図
様
面
白
カ
ラ
ズ
（
七
十
五
点
）
小
川
印
画
評
野
菜
図
ト
シ
テ
少
シ
ク
趣
味
単
純
ナ
レ
ト
モ
意
匠
ト
シ
テ
面
白
ク
印
画
ノ
濃
淡
モ
ヨ
シ
但
シ
其
欠
点
ニ
於
テ
ハ
此
ノ
人
物
ノ
衣
服
并
ニ
バ
ッ
ク
黒
キ
為
メ
浮
出
サ
ズ
此
ノ
如
キ
写
真
ヲ
写
ス
ニ
ハ
白
キ
障
子
ノ
方
面
ニ
人
物
ヲ
置
キ
シ
ナ
ラ
バ
衣
服
ノ
黒
色
判
然
ト
ナ
リ
其
人
物
ヲ
シ
テ
最
モ
ヨ
ク
浮
出
サ
シ
ム
ベ
シ
猶
家
内
ヨ
リ
下
女
一
人
此
ノ
人
物
ニ
相
対
シ
テ
談
話
ヲ
ナ
シ
ツ
ヽ
ア
ル
図
ト
セ
バ
最
モ
趣
味
ア
レ
ト
モ
唯
ダ
物
足
ラ
ヌ
感
ア
リ
（
六
十
五
点
）
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23-3 画題「野菜」明治 40 年 7 月
第三等 浅野養長
黒
田
印
画
評
人
物
余
リ
ニ
中
央
ニ
ア
リ
テ
且
ツ
局
面
モ
広
キ
ニ
過
ギ
タ
リ
殊
ニ
光
線
ノ
濃
淡
遠
近
ニ
乏
ク
凡
テ
同
色
ニ
見
ヘ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
若
シ
人
物
ヲ
シ
テ
左
右
何
レ
カ
ニ
ヨ
ラ
シ
メ
野
菜
ノ
部
分
ヲ
一
個
所
ニ
寄
セ
シ
ナ
ラ
バ
其
感
ヲ
シ
テ
深
ク
セ
シ
ナ
ラ
ン
但
シ
此
ノ
図
ハ
野
菜
ニ
非
ズ
シ
テ
寧
ロ
労
働
ト
云
フ
題
意
ニ
近
カ
ル
ベ
シ
（
五
十
五
点
） 
小
川
印
画
評
写
度
不
足
ナ
ル
ガ
故
ニ
原
板
ノ
濃
淡
悪
ク
為
ニ
光
線
ノ
当
リ
タ
ル
部
分
モ
平
ニ
ナ
リ
写
真
ノ
印
画
濃
淡
従
テ
浮
出
サ
ズ
図
ニ
於
テ
ハ
人
物
ノ
姿
勢
及
野
菜
ノ
部
分
至
テ
面
白
ク
キ
（ﾏﾏ
）
図
ハ
向
テ
左
方
約
一
寸
程
切
レ
ハ
画
ノ
位
置
宜
敷
カ
ル
ベ
シ
猶
景
色
ノ
広
キ
為
メ
目
的
タ
ル
野
菜
ニ
対
シ
テ
大
ニ
障
害
ヲ
与
ヘ
シ
感
ア
リ
（
八
十
点
） 
23-4 画題「放題」明治 40 年 8 月
第一等 松平乗長
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
撰
定
道
路
ノ
屈
曲
シ
タ
ル
近
中
両
景
ニ
於
ケ
ル
荷
車
ノ
釣
合
逆
光
線
ノ
為
メ
車
ト
道
ト
ニ
大
ニ
画
趣
味
ヲ
現
ハ
セ
リ
印
画
ノ
濃
淡
天
部
ノ
雲
等
モ
完
全
ナ
リ
（
九
十
点
）
23-5 画題「放題」明治 40 年 8 月
第二等 井伊直方
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
雲
ヨ
リ
映
ジ
タ
ル
光
線
及
田
舎
家
ノ
陰
影
一
見
夜
景
ノ
如
ク
位
置
図
様
最
モ
ヨ
シ
向
テ
右
方
ニ
小
舟
ヲ
置
キ
シ
ナ
ラ
バ
此
ノ
上
ナ
キ
図
柄
ト
ナ
ル
ベ
シ
（
八
十
点
）
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23-6 画題「放題」明治 40 年 8 月
第四等 德川昭武
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
天
部
ノ
雲
ト
帆
掛
ト
ノ
遠
景
ノ
屈
曲
シ
タ
ル
景
面
白
シ
其
欠
点
ハ
近
景
多
過
キ
タ
ル
感
ア
リ
又
印
画
全
体
ニ
於
テ
濃
淡
少
ナ
シ
依
テ
今
少
シ
ク
曝
度
ヲ
減
ズ
ル
時
ハ
一
層
濃
淡
ヲ
区
別
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
（
七
十
点
）
23-7 画題「影」明治 40 年 9 月
第一等 德川達道
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
撰
定
最
モ
面
白
ク
障
子
外
ニ
於
ケ
ル
小
児
ノ
手
影
机
ニ
向
ヒ
タ
ル
人
物
ト
対
照
セ
バ
逆
日
ニ
於
ケ
ル
机
上
ノ
書
物
水
入
火
鉢
ノ
取
手
ニ
光
線
ノ
当
リ
タ
ル
部
分
或
ハ
障
子
ノ
骨
屈
曲
セ
サ
ル
ガ
如
キ
影
ト
云
ヒ
写
真
ト
シ
テ
申
分
ナ
シ
唯
ダ
小
児
障
子
ト
離
レ
タ
ル
為
メ
頭
部
ヨ
リ
胴
ニ
至
ル
部
分
少
シ
ク
明
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
但
シ
写
度
并
ニ
印
画
ノ
濃
淡
適
当
ナ
ル
最
モ
ヨ
ロ
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
九
十
点
）
23-8 画題「影」明治 40 年 9 月
第二等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
完
全
ニ
シ
テ
位
置
富
士
ト
舟
ノ
釣
合
最
モ
ヨ
シ
写
度
過
キ
タ
ル
為
濃
淡
少
ナ
ク
ヲ
ニママ
画
ノ
浮
上
リ
方
悪
シ
キ
ナ
リ
依
テ
今
少
シ
写
度
ヲ
減
セ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
濃
淡
浮
出
為
助
ケ
シ
ナ
ラ
ン
向
テ
左
方
ノ
近
景
ヲ
少
ク
シ
右
方
ヲ
今
少
シ
加
フ
ル
時
ハ
舟
ト
富
士
中
央
ト
ナ
リ
最
モ
好
図
ナ
ル
ベ
シ
（
八
十
点
）
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23-9 画題「影」明治 40 年 9 月
第三等 德川昭武
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
釣
人
ノ
位
置
舟
或
ハ
土
坡
ト
ノ
対
照
釣
合
ナ
ド
全
体
ニ
於
テ
申
分
ナ
ク
殊
ニ
焦
点
ヲ
ハ
ヅ
シ
タ
ル
為
メ
趣
味
深
ケ
レ
ト
モ
濃
淡
一
様
ニ
シ
テ
天
部
ト
水
ト
ノ
界
明
ナ
ラ
ズ
且
ツ
釣
竿
ノ
途
中
ニ
テ
切
レ
タ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
（
七
十
五
点
）
23-10 画題「影」明治 40 年 9 月
第四等 松平乗長
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
見
立
面
白
ク
松
ト
家
ト
ノ
釣
合
画
ノ
如
キ
趣
味
ア
リ
唯
ダ
濃
淡
少
キ
為
メ
浮
出
シ
方
悪
シ
ク
向
テ
右
方
ノ
堤
防
ノ
中
央
ニ
人
物
ヲ
置
キ
タ
シ
（
七
十
点
）
23-11 画題「影」明治 40 年 9 月
第五等 本荘宗義
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
撰
定
面
白
キ
位
置
ニ
於
テ
橋
并
ニ
人
物
中
景
遠
景
ノ
釣
合
或
ハ
影
ノ
映
シ
タ
ル
部
分
ナ
ド
趣
味
甚
ダ
深
シ
但
シ
欠
点
ハ
人
物
ノ
頭
部
ト
中
景
ノ
濃
淡
一
色
ト
ナ
リ
又
影
ニ
於
テ
ハ
形
現
ハ
レ
タ
レ
ト
モ
此
ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
手
拭
ヲ
人
物
ノ
頭
ニ
載
セ
シ
ナ
ラ
バ
中
景
ト
ノ
釣
合
一
層
面
白
カ
ル
ベ
シ
（
六
十
五
点
）
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24-1 画題「漁村」明治 40 年 10 月 
第一等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
天
空
ノ
雲
遠
景
ノ
樹
影
申
分
ナ
キ
出
来
ナ
レ
ド
モ
水
ノ
部
分
ニ
於
テ
中
程
ニ
舟
ヲ
漕
ギ
タ
ル
形
ア
リ
シ
ナ
ラ
バ
上
乗
ナ
ル
ベ
シ
但
シ
原
板
ノ
濃
淡
ハ
大
ニ
適
当
ナ
リ
（
九
十
点
）
24-2 画題「漁村」明治 40 年 10 月 
第二等 浅野養長
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
近
景
ニ
於
ケ
ル
人
物
ノ
姿
勢
自
然
ニ
シ
テ
目
的
タ
ル
舟
ノ
形
ト
相
対
セ
リ
中
景
ノ
山
容
モ
位
置
適
当
ナ
リ
但
シ
天
部
余
リ
ニ
白
キ
為
メ
少
シ
ク
全
体
ノ
画
ニ
淋
シ
キ
感
ヲ
与
ヘ
タ
リ
（
八
十
五
点
）
24-3 画題「漁村」明治 40 年 10 月
第三等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
漁
夫
ノ
仕
事
ヲ
ナ
セ
ル
図
様
ニ
於
テ
後
ロ
ノ
舟
或
ハ
家
ノ
釣
合
面
白
ク
光
線
ノ
正
面
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
為
影
少
ナ
ク
且
ツ
天
部
白
キ
為
ニ
濃
淡
強
シ
此
ノ
如
キ
図
ヲ
写
ス
時
ハ
必
ズ
片
光
線
ヲ
用
ユ
ベ
キ
ナ
リ
（
八
十
点
）
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24-4 画題「漁村」明治 40 年 10 月 
第四等 浅野養長
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
漁
夫
ノ
仕
事
ヲ
ナ
シ
居
ル
姿
勢
ニ
於
テ
二
人
ノ
漁
夫
ノ
対
話
セ
ル
形
至
テ
面
白
キ
図
ナ
レ
ド
モ
写
度
過
ギ
タ
ル
為
メ
印
画
ノ
全
面
淡
シ
此
ノ
如
キ
原
板
ハ
一
度
鍍
金
ヲ
ナ
セ
バ
自
然
濃
淡
ヲ
増
ス
モ
ノ
ナ
リ
（
七
十
点
）
24-5 画題「漁村」明治 40 年 10 月 
第五等 堀河護麿
黒
田
印
画
評
（
欠
席
）
小
川
印
画
評
近
景
ノ
岩
石
舟
及
ビ
松
樹
ノ
釣
合
位
置
ニ
於
テ
ハ
充
分
ナ
レ
ド
モ
天
部
ニ
於
テ
柔
カ
キ
雲
今
少
シ
ア
リ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
趣
味
深
カ
ル
ベ
シ
印
画
ノ
仕
上
ゲ
ニ
於
テ
ハ
申
分
ナ
シ
（
四
十
五
点
）
24-6 画題「煙」明治 40 年 11 月
第一等 德川達道
黒
田
印
画
評
秋
ノ
夕
暮
ニ
於
ケ
ル
山
中
自
然
ノ
趣
味
ヲ
現
ハ
セ
リ
此
ノ
如
キ
画
題
ニ
就
テ
ハ
人
物
ノ
態
ト
ラ
シ
ク
配
置
ス
ル
ノ
傾
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
此
ノ
図
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
其
傾
向
ナ
ク
大
ニ
無
邪
気
ニ
シ
テ
前
景
ニ
ハ
大
木
ヲ
取
リ
煙
ハ
其
背
後
ニ
立
上
レ
ル
ガ
如
キ
実
ニ
自
然
ヲ
失
ハ
ズ
シ
テ
巧
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
（
九
十
五
点
）
小
川
印
画
評
人
物
ノ
配
置
樹
木
ノ
釣
合
煙
ノ
形
ナ
ゾ
最
モ
趣
味
ア
リ
種
板
ノ
濃
淡
印
画
ノ
色
合
モ
適
当
ニ
シ
テ
欠
点
ナ
シ
（
九
十
点
）
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24-7 画題「煙」明治 40 年 11 月 
第二等 松平乗長
黒
田
印
画
評
図
様
ト
シ
テ
ハ
今
回
ノ
モ
ノ
ヽ
中
ニ
テ
最
モ
完
全
ナ
リ
即
チ
線
ノ
配
合
ノ
点
ニ
於
テ
巧
ナ
リ
然
シ
巧
ニ
配
置
ス
ル
事
ニ
気
取
ラ
レ
過
ギ
タ
ル
傾
ア
リ
草
掻
キ
ヲ
ナ
セ
ル
女
労
働
者
主
眼
ト
ナ
リ
煙
ノ
如
キ
ハ
客
ト
ナ
レ
ル
感
ア
リ
（
九
十
三
点
）
小
川
印
画
評
少
女
ノ
姿
勢
ト
籠
ノ
釣
合
並
ニ
背
景
ニ
於
ケ
ル
樹
木
面
白
シ
但
シ
位
置
少
シ
ク
上
リ
タ
ル
ガ
如
シ
下
部
ヲ
五
分
位
切
リ
天
部
ニ
五
分
許
リ
増
セ
バ
印
画
ノ
形
最
モ
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
猶
光
線
ノ
取
リ
方
平
光
線
ノ
為
メ
影
少
キ
ハ
最
モ
忌
ム
ベ
キ
所
依
テ
成
ル
ベ
ク
片
光
線
或
ハ
逆
光
線
ニ
撮
影
ス
ベ
シ
（
七
十
点
）
24-8 画題「煙」明治 40 年 11 月 
第三等 井伊直方
黒
田
印
画
評
全
体
ノ
色
合
ニ
於
テ
淡
キ
ニ
過
ギ
タ
ル
嫌
ア
レ
ト
モ
コ
ノ
淡
キ
ガ
為
メ
ニ
反
テ
夕
方
ノ
感
ア
リ
テ
面
白
シ
此
図
ニ
於
テ
一
部
分
ノ
雑
草
カ
或
ハ
麦
ヲ
刈
リ
テ
其
屑
ヲ
焚
キ
労
働
ノ
日
暮
ナ
ル
感
動
ヲ
起
ス
ベ
キ
第
二
ノ
モ
ノ
即
チ
シ
ツ
ヽ
ア
ル
者
第
三
即
チ
止
メ
テ
帰
リ
来
レ
ル
者
ナ
ド
加
ラ
バ
趣
味
一
層
深
カ
ル
ベ
シ
広
茫
タ
ル
所
ニ
テ
焚
火
ヲ
ナ
セ
ル
ハ
大
ニ
此
ノ
意
味
ヲ
殺
ゲ
ル
ガ
如
シ
（
八
十
五
点
）
小
川
印
画
評
人
物
ト
煙
ノ
位
置
ニ
於
テ
近
景
ノ
枯
草
ノ
形
最
モ
宜
ク
又
遠
景
ノ
焦
点
ノ
外
タ
ル
為
ニ
趣
味
深
シ
唯
ダ
人
物
ノ
後
ニ
ア
ル
藁
ト
人
物
ト
ノ
距
離
接
近
ノ
為
メ
少
ク
人
物
ノ
形
ト
重
リ
タ
ル
ヲ
見
ル
此
ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
注
意
シ
テ
人
物
ト
重
ナ
ラ
ザ
ル
事
ヲ
要
ス
種
板
及
印
画
ノ
濃
淡
充
分
ナ
レ
ト
モ
今
少
シ
濃
ク
セ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
（
六
十
点
）
24-9 画題「山路」明治 40 年12
ママ
月
第一等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
濃
淡
ノ
工
合
能
ク
整
ヒ
テ
宜
シ
強
イ
テ
難
ヲ
求
ム
レ
バ
左
方
ノ
樹
木
ノ
位
置
ヨ
ケ
レ
ト
モ
其
半
分
ヲ
現
ハ
セ
ル
ハ
悪
ル
シ
絵
画
ナ
ド
ニ
セ
バ
樹
幹
ト
額
縁
ト
一
様
ニ
見
ユ
ル
ガ
為
メ
大
ニ
画
趣
ヲ
失
フ
ベ
シ
猶
樹
幹
ノ
半
面
ニ
其
円
味
ヲ
見
ハ
ス
ト
モ
左
程
ノ
感
ナ
シ
斯
ル
時
ハ
樹
幹
ノ
全
部
ヲ
現
ハ
ス
方
反
テ
宜
シ
カ
ル
ヘ
シ
（
九
十
八
点
）
小
川
印
画
評
位
置
ノ
撰
定
ハ
宜
シ
キ
モ
光
線
ノ
取
方
ニ
於
テ
影
少
ク
濃
淡
ニ
乏
シ
為
ニ
画
ノ
深
サ
ヲ
失
ヘ
リ
又
印
画
ノ
焼
度
不
足
ニ
テ
白
色
ナ
ク
光
線
ノ
当
リ
タ
ル
部
分
ニ
濃
淡
ナ
シ
此
ノ
如
キ
原
板
ニ
ハ
少
シ
ク
焼
度
ヲ
過
ゴ
シ
現
像
ヲ
若
ク
シ
テ
濃
淡
ヲ
補
フ
事
必
要
ナ
リ
近
景
左
方
ノ
樹
幹
ノ
余
リ
ニ
端
ニ
ア
ル
ガ
為
メ
画
ト
シ
テ
少
シ
ク
位
置
ヲ
欠
ケ
ル
気
味
ア
リ
今
少
シ
樹
幹
ノ
全
部
ヲ
現
ハ
ス
カ
又
ハ
取
除
ク
方
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
九
十
点
）
八九
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24-10 画題「山路」明治 40 年 12 月 
第二等 松平乗長
黒
田
印
画
評
山
路
ノ
趣
向
充
分
ニ
シ
テ
殊
ニ
雪
後
ノ
景
ト
シ
テ
能
ク
現
ハ
レ
タ
リ
唯
ダ
印
画
紙
ノ
加
減
カ
形
ノ
遠
近
ハ
ア
レ
ト
モ
色
ニ
変
化
ナ
ク
樹
木
ト
雪
ト
ノ
間
余
リ
ニ
確
然
ト
シ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
雪
ト
樹
木
ト
ノ
釣
合
最
モ
ヨ
ロ
シ
山
路
ノ
屈
曲
シ
タ
ル
為
ニ
奥
深
ク
見
ヘ
近
景
ノ
樹
木
ノ
位
置
面
白
キ
モ
遠
景
ノ
山
ト
樹
木
ノ
間
悪
ル
シ
斯
様
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
絞
リ
ヲ
大
ニ
シ
テ
目
的
タ
ル
樹
木
ニ
焦
点
ヲ
合
セ
遠
景
ヲ
不
明
ニ
ナ
ス
時
ハ
樹
木
ト
山
ト
ノ
区
別
立
チ
テ
宜
敷
カ
ル
ベ
シ
印
画
ノ
色
合
原
板
ノ
濃
淡
適
当
ナ
リ
猶
コ
ノ
路
ニ
適
当
ナ
ル
人
物
ヲ
配
置
セ
バ
一
層
面
白
カ
ル
ベ
シ
（
八
十
五
点
）
24-11 画題「山路」明治 40 年 12 月 
第三等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
山
路
ノ
趣
味
少
ケ
レ
ト
モ
樹
木
ノ
配
置
色
ノ
濃
淡
ハ
ヨ
ロ
シ
人
物
ハ
学
校
帰
リ
ト
見
ユ
レ
ト
モ
草
ノ
中
ヲ
唯
ダ
独
リ
歩
ス
ル
ハ
全
ク
不
調
和
ノ
感
ア
リ
（
八
十
八
点
）
小
川
印
画
評
位
置
ノ
撰
定
ニ
於
テ
近
景
ト
遠
景
ト
ノ
樹
木
ノ
釣
合
最
モ
ヨ
ロ
シ
原
板
ノ
濃
淡
モ
亦
適
当
ナ
リ
但
シ
人
物
ト
樹
木
平
行
シ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
斯
様
ナ
ル
場
合
ニ
ハ
人
物
ヲ
近
景
樹
木
ノ
右
ノ
光
線
ノ
当
リ
タ
ル
場
所
ニ
配
置
ス
ル
時
ハ
一
層
画
趣
ヲ
助
ク
人
物
ノ
配
置
ホ
ト
六
ヶ
敷
モ
ノ
ナ
ク
最
モ
人
ノ
苦
ム
所
ナ
リ
（
八
十
点
）
24-12 画題「山路」明治 40 年 12 月
第四等 浅野養長
黒
田
印
画
評
色
ト
シ
テ
全
体
面
白
ク
見
ユ
何
ン
ト
ナ
レ
バ
此
ノ
山
路
ヲ
光
線
ガ
漂
フ
所
面
白
キ
感
ア
リ
絵
画
ト
シ
テ
想
像
ス
レ
バ
新
派
ニ
於
ケ
ル
鮮
明
ナ
ル
色
ヲ
能
ク
配
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
（
八
十
七
点
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
見
立
位
置
ノ
七
分
三
分
ニ
配
合
シ
タ
ル
ハ
趣
味
最
モ
能
ク
注
意
セ
リ
印
画
ノ
焼
度
不
足
ノ
為
メ
全
体
ニ
濃
淡
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
斯
様
ナ
ル
原
板
ハ
少
シ
ク
濃
淡
ヲ
強
ク
印
画
ス
ル
必
要
ア
リ
道
路
ノ
中
央
ニ
人
物
ヲ
配
置
セ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
画
面
ニ
活
気
ヲ
備
ヘ
シ
ナ
ラ
ン
（
七
十
五
点
）
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24-13 画題「山路」明治 40 年 12 月 
第五等 本荘宗義
黒
田
印
画
評
色
調
ト
位
置
ニ
於
テ
ハ
完
全
ナ
レ
ト
モ
山
路
ノ
感
ニ
乏
シ
ク
唯
ダ
山
中
ニ
人
物
ノ
働
ケ
ル
様
ノ
ミ
殊
ニ
上
部
ノ
人
物
ノ
如
キ
ハ
何
ノ
意
ナ
ル
カ
殆
ン
ド
不
要
ナ
リ
（
八
十
五
点
）
小
川
印
画
評
原
板
ハ
適
当
ナ
レ
ト
モ
光
線
ノ
取
方
ニ
於
テ
平
光
線
ナ
ル
ガ
為
メ
影
少
ナ
ク
印
画
ノ
浮
出
シ
方
悪
シ
斯
様
ナ
ル
場
合
ニ
ハ
片
光
線
若
ク
ハ
逆
光
線
ニ
テ
撮
影
セ
バ
一
層
樹
木
并
ニ
人
物
ノ
濃
淡
ヲ
助
ク
ベ
シ
子
供
ノ
配
置
悪
シ
ク
樹
木
ト
人
物
重
リ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
此
ノ
如
キ
時
ハ
人
物
ヲ
左
方
ヨ
リ
樹
木
方
ヘ
向
ケ
テ
配
置
セ
バ
其
釣
合
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
七
十
点
）
25-1 画題不明 明治 41 年 1 月 
第一等 本荘宗義
黒
田
印
画
評
冬
ノ
山
里
ノ
趣
味
ヲ
現
出
シ
細
流
ノ
位
置
コ
ノ
図
ニ
於
テ
活
気
ヲ
与
ヘ
タ
リ
唯
ダ
惜
ム
ラ
ク
ハ
光
線
ノ
濃
淡
乏
シ
キ
為
メ
夕
方
ノ
如
ク
徒
ニ
暗
キ
所
多
シ
（
八
十
点
）
小
川
印
画
評
近
景
ノ
水
遠
景
ノ
田
家
樹
木
ノ
配
合
面
白
シ
唯
ダ
写
度
少
シ
ク
不
足
ト
印
画
ノ
焼
付
過
ギ
タ
ル
為
メ
濃
淡
ノ
区
別
明
瞭
ナ
ラ
ズ
此
ノ
如
キ
原
板
ハ
一
タ
ビ
鍍
金
ヲ
ナ
シ
テ
濃
淡
ヲ
強
ク
シ
印
画
ヲ
ナ
ス
時
ハ
一
層
ノ
見
栄
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
（
八
十
点
）
25-2 画題不明 明治 41 年 1 月 
第二等 井伊直安
黒
田
印
画
評
夕
方
ニ
於
ケ
ル
河
辺
ノ
様
子
ヲ
現
ハ
セ
リ
但
シ
画
ト
シ
テ
ハ
夕
雲
余
リ
ニ
重
ク
且
ツ
下
方
ノ
部
分
今
少
シ
明
ル
キ
ヲ
望
ミ
タ
シ
（
七
十
点
）
小
川
印
画
評
図
様
ノ
配
置
面
白
キ
モ
印
画
ノ
焼
度
過
ギ
タ
ル
為
メ
雲
ト
水
余
リ
ニ
黒
ク
従
テ
目
的
タ
ル
人
物
并
ニ
舟
明
カ
ナ
ラ
ズ
此
ノ
如
キ
原
板
ハ
印
画
ノ
焼
度
ヲ
淡
ク
セ
バ
全
体
ニ
於
テ
明
瞭
ト
ナ
ル
ベ
シ
猶
向
テ
右
方
ニ
於
ケ
ル
地
平
線
ノ
曲
リ
タ
ル
ハ
少
シ
ク
遺
憾
ナ
リ
（
八
十
五
点
）
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25-3 画題不明 明治 41 年 1 月 
第三等 阿部正桓
黒
田
印
画
評
位
置
ニ
於
テ
ハ
無
難
ナ
レ
ト
モ
道
路
ニ
於
ケ
ル
樹
木
ノ
影
今
少
シ
明
ル
キ
ヲ
望
ミ
タ
シ
（
五
十
三
点
）
小
川
印
画
評
原
板
并
ニ
印
画
ノ
濃
淡
ニ
於
テ
遠
景
ノ
樹
木
ノ
工
合
近
景
ノ
樹
木
ニ
当
リ
タ
ル
光
線
面
白
ク
申
分
ナ
シ
又
位
置
ニ
於
テ
道
路
ノ
先
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
若
シ
向
テ
右
方
ノ
田
ノ
中
央
ニ
人
物
ヲ
置
キ
シ
ナ
ラ
バ
一
層
趣
味
多
キ
図
ト
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
（
五
十
五
点
）
25-4 画題不明 明治 41 年 1 月 
第四等 浅野養長
黒
田
印
画
評
位
置
ニ
於
テ
面
白
キ
モ
空
ト
地
面
ト
同
色
ナ
ル
ハ
欠
点
ナ
リ
殊
ニ
波
打
ギ
ワ
ノ
所
ニ
強
キ
色
ヲ
望
ミ
タ
シ
（
五
十
六
点
）
小
川
印
画
評
原
板
ノ
写
度
過
ギ
タ
ル
為
遠
景
ノ
濃
淡
ヲ
失
ヘ
リ
図
様
ニ
於
テ
ハ
舟
ノ
配
置
面
白
ク
猶
二
三
人
物
ヲ
舟
ト
舟
ト
ノ
間
ニ
立
タ
シ
メ
シ
ナ
ラ
バ
趣
味
多
カ
ル
ベ
シ
（
五
十
点
）
25-5 画題不明 明治 41 年 1 月 
第五等 德川達道
黒
田
印
画
評
位
置
并
ニ
人
物
ノ
動
作
完
全
ナ
レ
ド
モ
唯
ダ
少
シ
モ
趣
味
ナ
シ
何
ト
ナ
レ
バ
此
ノ
種
類
ノ
労
働
ハ
如
何
ナ
ル
家
ニ
モ
行
ハ
ル
ヽ
モ
労
働
ノ
意
味
ヨ
リ
云
ヘ
バ
座
敷
ト
釣
合
ハ
ズ
又
取
散
シ
タ
ル
所
ニ
面
白
味
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
此
ノ
図
如
何
ニ
モ
整
然
タ
ル
ハ
大
ニ
趣
味
ヲ
欠
ク
点
ナ
ル
ベ
シ
（
五
十
八
点
）
小
川
印
画
評
原
板
ノ
濃
淡
写
度
ノ
適
度
ト
ハ
申
分
ナ
ケ
レ
ド
モ
位
置
ニ
於
テ
今
少
シ
横
向
キ
ト
ナ
シ
他
ノ
一
人
屏
風
ノ
側
ニ
立
チ
針
仕
事
ヲ
ナ
セ
ル
婦
人
ト
話
ツ
ヽ
ア
ル
様
ニ
セ
バ
最
モ
面
白
カ
ル
ベ
シ
猶
室
内
ノ
部
分
ヲ
多
ク
人
物
ヲ
小
サ
ク
写
ス
方
反
テ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
四
十
点
）
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25-6 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第一等 松平乗長
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
七
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
九
十
点
）
25-7 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第二等 松平直之
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
九
十
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
点
）
25-8 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第三等 松平乗長
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
五
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
七
十
点
）
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25-9 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第四等 松平直之
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
三
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
七
十
点
）
25-10 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第五等 松平直之
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
六
十
点
）
25-11 画題不明 明治 41 年 2-3 月 
第六等 松平直之
黒
田
印
画
評
ナ
シ
（
八
十
八
点
）
小
川
印
画
評
ナ
シ
（
五
十
点
）
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